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葛
木
香
一
は
明
治
２３
年
３
月
１２
日
、
現

在
の
十
字
街
交
番
あ
た
り
で
「
丸
高
」
と

い
う
仕
立
屋
を
営
ん
で
い
た
中
澤
喜
三
郎

と
マ
ツ
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
本
名

を
中
澤
次
良
と
い
っ
た
。
後
に
叔
父
の
山

崎
函
館
新
聞
（
現
・
北
海
道
新
聞
）
支
局

長
の
縁
で
大
野
村
（
現
・
北
斗
市
大
野
地

区
）
に
居
住
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
函
館
中
学
（
現
・
函
館
中
部
高
等
学
校
）

在
学
時
分
か
ら
演
劇
が
好
き
で
、
そ
れ
が

高
じ
て
地
方
巡
り
の
劇
団
に
入
る
。
　
　

　
大
正
６
年
、
連
鎖
劇
の
制
作
興
業
を
し

て
い
た
小
林
商
会
の
俳
優
募
集
に
応
募
し

て
入
社
す
る
。
映
画
俳
優
の
草
分
け
の
一

人
で
あ
っ
た
。
小
林
商
会
が
倒
れ
て
か
ら

天
活
（
後
の
国
際
活
動
）
に
移
り
、
大
正

８
年
「
琵
琶
歌
」
に
抜
擢
さ
れ
た
の
を
手

始
め
に
、「
尼
僧

に
な
る
ま
で
」「
霊

光
の
岐
」「
新
生

さ
ぬ
仲
」
な
ど

に
主
演
。
新
派

の
二
枚
目
と
し

て
人
気
が
出
た
と
こ
ろ
で
、
日
活
向
島
撮

影
所
へ
入
社
す
る
。
女
形
の
小
栗
武
雄
を

相
手
役
に
「
恋
を
賭
く
る
男
」
に
主
演
し

た
が
、
こ
の
頃
か
ら
女
優
時
代
と
な
り
、

酒
井
米
子
と
組
ん
で
「
欺
か
れ
た
女
」「
哀

愁
の
曲
」「
彼
女
の
運
命
」
な
ど
に
名
コ
ン

ビ
ぶ
り
を
み
せ
る
。
私
生
活
に
お
い
て
も
、

酒
井
米
子
と
浮
き
名
を
流
し
て
話
題
と
な

っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
大
正
１３
年
、

反
戦
映
画
の

草
分
け
と
も

言
う
べ
き
映

画
史
に
残
る

名
作
「
清
作
の
妻
」
に
女
優
浦
辺
粂
子
と

出
演
し
て
大
い
に
評
価
さ
れ
る
。
　
　
　

　
一
時
、
帝
キ
ネ
へ
転
じ
、
同
社
の
傍
系
・

東
邦
映
画
「
四
谷
怪
談
」
で
は
松
竹
か
ら

引
き
抜
か
れ
た
五
月
信
子
の
お
岩
に
対
し

て
、
伊
右
衛
門
を
演
じ
た
。
日
活
復
帰
後

は
時
代
劇
に
転
向
し
、
大
作
「
地
雷
火
組
」

の
白
河
の
仙
太
、
「
江
戸
三
国
志
」
の
相

良
金
吾
、
「
清
水
次
郎
長
」
の
森
の
石
松

な
ど
準
主
役
を
演
じ
、
「
紅
雪
乱
舞
」
「
裏

切
ら
れ
者
」
な
ど
の
主
演
作
も
あ
る
。
　

　
し
か
し
、
主
役
の
時
代
は
長
く
は
続
か

ず
脇
役
に
回
り
、
戦
後
大
映
に
移
り
、
昭

和
３６
年
の
「
釈
迦
」
を
最
後
に
引
退
す
る

ま
で
３
２
３
本
の
映
画
に
出
演
し
た
。
　

　
昭
和
３９
年
９
月
６
日
、
主
役
か
ら
端
役
、

老
け
役
ま
で
こ
な
し
、
長
い
俳
優
生
活
を

送
り
映
画
人
生
を
貫
い
た
葛
木
香
一
は
、

７４
歳
で
死
去
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
東
亜
キ
ネ
マ
、
日
活
で
活
躍
し
た
剣
劇

ス
タ
ー
の
光
岡
龍
三
郎
は
、
実
弟
。
葛
木

と
光
岡
の
二
人
の
ス
タ
ー
が
函
館
に
来
た

と
き
に
は
、
大
勢
の
フ
ァ
ン
と
と
も
に
、

楽
団
が
出
迎
え
る
ほ
ど
の
人
気
だ
っ
た
。

　 　
写
真
取
材
協
力
／
木
下
寿
実
夫
（
大
野
文
化
財
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
護
研
究
会
会
長
）
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
近
江
幸
雄
（
北
海
道
史
研
究
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
会
員
）
　
　
　
　
　
　

　
参
考
資
料
／
「
映
画
俳
優
事
典
」
盛
内
政
志
著
　
　

　
　
　
　
　
　
「
日
本
映
画
興
亡
史
Ⅱ
日
活
時
代
劇
」

　
　
　
　
　
　  

石
割
平
編
著
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
「
日
本
映
画
の
歴
史
」
岩
本
憲
児
編
著

　
　 



　
演
　
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
口
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
義
士
外
伝
　
神
崎
東
下
り
　
　
　

　
〜
峠
茶
屋
強
請
の
場
〜
　
　
　
　

　
赤
穂
の
浪
士
、
神
崎
与
五
郎
則
保

は
主
君
の
仇
を
討
た
ん
為
、
赤
穂
か

ら
江
戸
へ
向
か
う
途
中
箱
根
の
峠
を

前
に
一
軒
の
茶
店
に
立
ち
寄
る
。
　

　
折
か
ら
酒
癖
の
悪
い
丑
五
郎
と
云

う
馬
方
に
馬
に
乗
っ
て
く
れ
と
か
ら

ま
れ「
拙
者
は
馬
は
嫌
い
だ
」と
口
走

っ
て
仕
舞
う
。
馬
が
嫌
い
で
何
に
乗

る
の
だ
。
偽
侍
と
の
の
し
ら
れ
刀
の

柄
に
手
を
掛
け
る
が
今
こ
こ
で
事
件

を
起
こ
し
て
役
人
に
調
べ
ら
れ
た
ら

面
倒
な
事
に
成
り
是
迄
の
同
士
の
苦

労
が
水
の
泡
に
成
っ
て
は
と
我
慢
す

る
。
た
ち
の
悪
い
丑
五
郎
は
神
崎
に

土
下
座
さ
せ
詫
状
ま
で
か
か
せ
る
。

　
〜
丑
五
郎
改
心
の
場
〜
　
　
　
　

　
赤
穂
の
浪
士
が
主
君
の
仇
を
討
っ

た
と
云
う
快
挙
は
た
ち
ま
ち
世
間
に

広
が
り
庶
民
の
憧
れ
の
話
と
な
り
、

三
島
の
宿
の
一
室
で
講
釈
師
に
よ
っ

て
吉
良
家
へ
討
ち
入
り
の
名
場
面
が

語
ら
れ
る
。
”
降
り
し
き
る
雪
の
中
、

四
十
七
士
の
面
々
が
目
指
す
は
本
所

松
坂
町
吉
良
の
屋
敷
の
表
門
“
と
講

釈
師
の
名
調
子
に
丑
五
郎
は
す
っ
か

り
赤
穂
浪
士
に
成
り
き
っ
て
大
喜
び
。

と
そ
の
中
に
神
崎
与
五
郎
則
保
と
云

う
名
を
聴
い
て
驚
く
丑
五
郎
。
　
　

◆
白
浪
五
人
男
　
　
　
　
　
　
　
　

　
〜
稲
瀬
川
勢
揃
い
の
場
〜
　
　
　

　
五
人
組
の
盗
賊
、
弁
天
小
僧
菊
之

助
、
南
郷
力
丸
、
忠
信
利
平
、
赤
星

十
三
郎
、
そ
し
て
首
領
の
日
本
駄
右

衛
門
が
揃
い
の
晴
れ
姿
で
勢
揃
い
。

◆
梶
原
平
三
誉
石
切
　
　
　
　
　
　

　
〜
鎌
倉
星
合
寺
の
場
〜
　
　
　
　

　
我
が
身
を
呈
し
て
二
つ
胴
の
一
つ

に
な
ろ
う
と
し
た
六
郎
太
夫
、
そ
れ

を
助
け
よ
う
と
一
計
を
案
じ
る
梶
原

の
人
情
芝
居
。
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
２
月
１２
日
�
午
後
１
時
　
　

会
場
　
函
館
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
　

料
金
　
２
０
０
０
円
（
全
席
自
由
）

主
催
　
初
春
巴
港
賑
実
行
委
員
会
、

　
　
　
�
函
館
市
文
化･

ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
振
興
財
団
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
５７
¦
３
１
１
１（
市
民
会
館
）

※
市
民
会
館
管
理
棟
３
階
の
展
示
室

　
を
待
合
所
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ

　
け
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　 

　子育て世代を応援する、現役ママさんシンガー初田悦 
子。今回で３回目となる函館での公演は、さらにパワー 
アップして登場！！
　　　　　　　　　　　　　　　　　オリジナルソング 
　　　　　　　　　　　　　　　　はもちろん、ポップ 
　　　　　　　　　　　　　　　　スや洋楽のカバーま 
　　　　　　　　　　　　　　　　でレパートリーとす 
　　　　　　　　　　　　　　　　る本格派。毎回好評 
　　　　　　　　　　　　　　　　の子供達と一緒に手 
　　　　　　　　　　　　　　　　遊び歌を歌ったり踊 
　　　　　　　　　　　　　　　　ったりと子供達を飽 
　　　　　　　　　　　　　　　　きさせない内容も健 
　　　　　　　　　　　　　　　　在です。客席にはお 
　　　　　　　　　　　　　　　　座敷席もあり、小さ 
　　　　　　　　　　　　　　　　なお子様連れでも安 
　　　　　　　　　　　　　　　　心できるよう授乳室 
　　　　　　　　　　　　　　　　や休憩室、遊具の揃 
　　　　　　　　　　　　　　　　ったキッズルームも 
　　　　　　　　　　　　　　　　完備しています。館 
　　　　　　　　　　　　　　　　内のいたる所で充実 
したスタッフが、皆さんをお待ちしています。 
　子供たちからの歌のリクエストも受付中。また、スラ 
イドショーで上映させていただく写真も大募集していま 
す。 
日　時　５月２６日�午後１時３０分 
会　場　函館市芸術ホール 
料　金　一般１,０００円、小学生以下無料 
　　　　（全席自由･当日５００円増） 
チケット発売日　２月２５日�予定 
主　催　�函館市文化・スポーツ振興財団 
　　　　北海道新聞函館支社、ＨＢＣ函館放送局 
問合せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 

　至高のデュオ、待望の函館公演！！
安永徹（ヴァイオリン）
　桐朋学園高等学校音楽科を経て、同大 
学音楽学部入学。在学中の７１年に第４ 
０回日本音楽コンクールで第１位受賞。 
７５年ベルリン芸術大学に入学、７７年、 
ベルリン・フィルハーモニー管弦楽団に 
入団、８３年より２００９年まで同楽団 
の第一コンサート・マスターを務める。 
８３年～９９年までベルリン・フィル弦楽ゾリステンの 
リーダーとして、９６年～０１年までベルリン・フィル 
カンマーゾリステンの第一ヴァイオリン奏者、ソリスト、 
室内楽奏者としてヨーロッパや日本その他各地で多くの 
演奏を行なっている。０６年より洗足学園音楽大学・大 
学院客員教授。 
市野あゆみ（ピアノ）
　東京藝術大学付属高校で田村宏氏に、 
同大学で安川加寿子氏に師事。在学中に 
安宅賞を受賞。１９７８年マリア・カナ 
ルス国際コンクールに入賞。７８年より 
ベルリン芸術大学に入学。９６年～２０ 
０１年、ベルリン・フィルカンマーゾリ 
ステンのピアニスト、ソリスト、室内楽奏者としてヨー 
ロッパや日本他で多くの演奏を行なっている。０６年よ 
り洗足学園音楽大学・大学院客員教授。 
日　時　５月１３日�午後３時（予定） 
料　金　Ｓ席３,５００円、Ａ席２,５００円　 
　　　　学生１,０００円（全席指定、当日５００円増） 
　　　　※学生券は芸術ホール、市民会館、七飯町文化セ 
　　　　　ンター、北斗市総合文化センターのみの取扱 
チケット発売日　２月１８日� 
主　催　�函館市文化・スポーツ振興財団 
　　　　北海道新聞函館支社、ＨＢＣ函館放送局 
問合せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 



　 
              

　
函
館
（
近
郊
）
出
身
及
び
函
館
ゆ

か
り
の
演
奏
家
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
。

■
遠
藤
幸
男
＆
中
田
久
美
子
　
　
　

　
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
リ
サ
イ
タ
ル
　
　

　
ヴ
ィ
オ
ラ
と
ピ
ア
ノ
で
巡
る
　
　

　
ロ
マ
ン
の
旅
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
藤
幸
男
（
ヴ
ィ
オ
ラ
）
　
　
　
　

　
秋
田
県
男
鹿
市
出

身
。
イ
ギ
リ
ス
・
ド

イ
ツ
へ
の
留
学
を
経

て
、
９０
年
札
幌
交
響

楽
団
に
入
団
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
活
動

の
傍
ら
、
室
内
楽
や
ソ
ロ
演
奏
の
コ

ン
サ
ー
ト
で
活
躍
中
。
０５
年
よ
り
函

館
市
芸
術
ホ
ー
ル
管
弦
楽
団
の
指
導

に
携
わ
り
、
指
揮
者
を
務
め
て
い
る
。

中
田
久
美
子
（
ピ
ア
ノ
）
　
　
　
　

　
函
館
市
出
身
。
札

幌
大
谷
短
期
大
学
音

楽
科
卒
業
。
同
専
攻

科
修
了
。
ソ
ロ
演
奏

活
動
の
他
、
声
楽
や
合
唱
の
伴
奏
ピ

ア
ニ
ス
ト
と
し
て
活
躍
中
。
ヤ
マ
ハ

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
北
海
道
函
館
店
ピ
ア

ノ
科
講
師
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曲
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

﹇
ヴ
ィ
オ
ラ
・
ソ
ロ
﹈
　
　
　
　
　

ブ
ラ
ー
ム
ス
　
ヴ
ィ
オ
ラ
・
ソ
ナ
タ

　
第
１
番
ヘ
短
調
作
品
１
２
０
¦
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他

﹇
ピ
ア
ノ
・
ソ
ロ
﹈
　
　
　
　
　
　

プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
　
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ

　
タ
第
１
番
ヘ
短
調
作
品
１
　
　
他

日
時
　
３
月
４
日
�
午
後
３
時
　
　

■
函
館
男
声
合
唱
団
コ
ン
サ
ー
ト
　

　
故
郷
を
う
た
い
平
安
を
い
の
る
　

　
本
格
的
男
声
合
唱
団
が
絶
え
て
久

し
か
っ
た
当
時
、
組
曲
『
お
か
あ
さ

ん
の
ば
か
』
を
演
奏
し
た
い
と
の
一

念
か
ら
、
０５
年
１２
月
、
３０
名
で
結
成
。

年
１
回
の
定
期
演
奏
会
の
ほ
か
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
演
奏
を
行
っ
て
い
る
。

　
１１
年
６
月
、
北
海
道
大
学
合
唱
団

東
京
Ｏ
Ｂ
会
ク
ラ
ー
ク
・
ク
ラ
ブ
と

の
合
同
演
奏
会
を
成
功
さ
せ
、
同
年

１０
月
、
フ
ラ
ン
ス
２
都
市
で
初
の
海

外
公
演
を
行
っ
た
。
　 

　
　
　
　

　
生
涯
現
役
、
暮
ら
し
の
中
の
男
声

合
唱
の
創
造
と
継
承
を
め
ざ
し
て
い

る
。
団
員
３２
名
。
　
　
　
　
　
　
　

曲
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
頭
瑛
嗣
（
編
曲
）
　
　
　
　
　
　

　
北
海
道
讃
歌
メ
ド
レ
ー
　
　
　
　

グ
ノ
ー
　
第
２
ミ
サ
曲
　
　
　
　
他

日
時
　
３
月
１１
日
�
午
後
２
時
　
　

会
場
　
函
館
市
芸
術
ホ
ー
ル
　
　
　

料
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
回
券
　
　
　
一
般
　
２
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
学
生
　
１
０
０
０
円

（
全
席
自
由
・
当
日
５
０
０
円
増
）

※
中
学
生
以
下
無
料
（
要
整
理
券
）

主
催
　
�
函
館
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
振
興
財
団
、
北
海
道
新
聞
函
館

　
　
　
支
社
、
Ｈ
Ｂ
Ｃ
函
館
放
送
局

問
合
せ
　
�
５５
¦
３
５
２
１（
芸
術
ホ
ー
ル
）

　
 

　演技編、声優編、演出編、照明デザイン編、舞台美術 
編、女優編、ダンス編のワークショップに参加した受講 
生が、自ら台本を書き、演技を練習し、舞台セットを考 
えて「自分が何かしたい！」という気持ちを一つに作り 
上げた舞台、タイトル『Ｒｅ：スタート』。 
あらすじ 
　ひとりのさえない大学生「田中」。人生に失望する出 
来事があった今日もバイト先のレストランへと向かう。 
大学生田中の人生最悪の日にレストランへ訪れる様々な 
客。交錯し、繰り広げられる人間ドラマが田中にもたら 
したものは・・・ 
脚　本　神久恵（レッツ！ワークショップ受講生） 
演　出　ステージラボ 
監　修　川口俊和（劇団音速かたつむり） 
日　時　３月１８日�午後２時 
会　場　函館市芸術ホール 
料　金　５００円 
チケット発売日　２月上旬 
問合せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 

　函館市内・近郊で活動している打楽器奏者が、一同に 
会する打楽器アンサンブルによる演奏会。打楽器アンサ 
ンブルでは多様な楽器を使うため、曲や演奏形態もとて 
も幅広いステージとなります。柔らかいマリンバの響き、 
ダイナミックな太鼓のリズムなど、様々な打楽器の世界 
が楽しめるコンサートです。 
出　演　久根別小学校、日吉ヶ丘小学校、上磯小学校 
　　　　上磯中学校、赤川中学校、亀田中学校 
　　　　北中学校、深堀中学校、的場中学校 
　　　　函館大妻高等学校、函館西高等学校 
　　　　函館白百合学園中学高等学校 
　　　　函館中部高等学校、北海道教育大学函館校 
　　　　ＫＯＤＡＭＡ　Ｊｒ　 
　　　　Ｓｅｋｉｔｏ＆Ｎａｔｓｕｍｉ 
　　　　ＹＡＭＡＨＡカホンセミナーズ 
　　　　　　　　　　　ｆｕｔｕｒｉｎｇ吉村玄 
　　　　札ハニ打楽器セクション 
　　　　Ｐｅｒｃｕｓｓｉｏｎ　Ｄｕｏ　Ｆｌａｒｅ 
日　時　２月１９日�午後２時開演 
会　場　函館市芸術ホール 
料　金　一般１,０００円、学生５００円（全席自由） 
　　　　中学生以下無料（要整理券） 
主　催　函館パーカッションフェスティバル実行委員会 
共　催　�函館市文化・スポーツ振興財団 
問合せ　�０９０－９０８５－９３０２（宮前） 



　絵画、書、写真、彫刻、工芸など、市内や近郊で制作活動をする一般の愛好 
家や専門家からジャンルを問わずに作品を募集し、様々な作品が種別されず一 
堂に会する美術展です。 
　会期初日の表彰式後と会期中の２月２２日�には、今年度冬アート展受賞作 
品について、制作意図などを受賞者や審査員がそれぞれの視点からお話するギ 
ャラリートークを開催します。 
会　期　２月１９日�～２６日� 
会　場　函館市芸術ホール　ギャラリー 
時　間　午前１０時から午後７時 
　　　　（最終日は午後５時まで） 
表彰式　２月１９日�午前１０時 
ギャラリートーク　２月１９日�表彰式終了後 
　　　　　　　　　２月２２日�午後６時１５分 
入場料　無料 
問合せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 

　「イッセー尾形函館公演」は２月２６日�を予定しておりましたが、都合により公演を中止させて頂くことに 
なりました。 
　楽しみにされていたファンの皆様にはご迷惑をおかけ致しますがご了承ください。 
問合せ　�５５－３５２１（芸術ホール） 

　
ス
ケ
ー
ト
シ
ー
ズ
ン
は
、
ま
だ
ま

だ
こ
れ
か
ら
！！
　
　
　
　
　
　
　
　

　
大
好
評
の
函
館
市
民
ス
ケ
ー
ト
場

は
、
外
周
２
５
０
ｍ
の
ス
ピ
ー
ド
リ

ン
ク
と
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
や
フ
ィ
ギ

ュ
ア
の
で
き
る
サ
ブ
リ
ン
ク
の
他
、

軽
食
コ
ー
ナ
ー
を
備
え
た
ス
ケ
ー
ト

場
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

営
業
時
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
平
日
　
１２
時
〜
午
後
７
時
　
　
　

　
土
・
日
・
祝
日
　
　
　
　
　
　
　

　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
７
時
　
　
　

使
用
料
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
回
券
　
小
学
生
　
　
　
１
５
０
円

　
　
　
　
中
学
生
　
　
　
２
０
０
円

　
　
　
　
高
校
生
　
　
　
３
０
０
円

　
　
　
　
一
　
般
　
　
　
６
０
０
円

回
数
券
（
１１
枚
）
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
小
学
生
　
　
１
５
０
０
円

　
　
　
　
中
学
生
　
　
２
０
０
０
円

　
　
　
　
高
校
生
　
　
３
０
０
０
円

　
　
　
　
一
　
般
　
　
６
０
０
０
円

フ
ァ
ミ
リ
ー
共
通
券
　
　
　
　
　
　

　
（
貸
靴
も
利
用
で
き
ま
す
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
５
０
０
円

貸
靴
料
　
　
　
　
１
足
　
３
０
０
円

問
合
せ
　
�
５４
¦
５
２
３
３
　
　
　

　
　
　
　
（
市
民
ス
ケ
ー
ト
場
）
　

○
ナ
イ
タ
ー
割
引
　
　
　
　
　
　
　

　
午
後
４
時
以
降
に
来
場
さ
れ
た
方

は
、
通
常
の
使
用
料
の
半
額
料
金
で

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
　
　
　
　

小
学
生
　
　
１
５
０
円
↓
　
　
７５
円

中
学
生
　
　
２
０
０
円
↓
１
０
０
円

高
校
生
　
　
３
０
０
円
↓
１
５
０
円

一
　
般
　
　
６
０
０
円
↓
３
０
０
円

※
市
内
の
小
中
学
校
に
在
学
も
し
く

　
は
、
市
内
に
在
住
す
る
児
童
生
徒

　
が
個
人
利
用
す
る
場
合
は
、
無
料

　
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
お
得
な
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
　 

・
５
個
で
１
回
入
場
無
料
。
　
　 

・
１
回
有
料
入
場
に
つ
き
１
個
捺
印
。 

・
平
日
は
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
プ
デ
ー
（
２

　
個
捺
印
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 

■
千
代
台
公
園
庭
球
場
定
期
利
用
申

　
込
受
付
（
４
月
使
用
分
）
　
　
　

　 
       

受
付
期
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
２
月
１
日
�
〜
２
月
２９
日
�
　
　

申
込
書
の
配
布
・
受
付
場
所
　
　
　

　
函
館
市
民
ス
ケ
ー
ト
場
　
　
　
　

申
込
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
団
体
登
録
と
希
望
曜
日
の
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。
（
返
信
用
の
５

０
円
切
手
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。）

　 
 



　
今
回
は
、
北
海
道
で
は
め
ず
ら
し

い
伝
統
工
芸
品
を
制
作
し
て
い
る
作

家
の
お
二
人
の
対
談
で
す
。
工
房
富

羽
の
手
書
き
友
禅
作
家
の
景
澤
富
佐

子
さ
ん
と
、
第
５８
回
日
本
伝
統
工
芸

展
で
初
入
選
を
果
た
し
た
急
須
作
家

の
白
岩
大
佑
さ
ん
で
す
。
そ
れ
で
は

自
己
紹
介
も
含
め
、
景
澤
さ
ん
か
ら

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　

景
澤
　
私
は
生
ま
れ
が
函
館
で
、
実

家
が
呉
服
屋
を
営
ん
で
い
ま
す
。
高

校
・
短
大
と
大
阪
で
過
ご
し
、
卒
業

後
は
京
都
の
京
紅
型
（
き
ょ
う
び
ん

が
た
）
の
会
社
に
就
職
し
、
型
を
つ

か
っ
た
紅
型
の
彩
色
の
部
分
を
担
当

し
て
い
ま
し
た
。
京
紅
型
は
沖
縄
の

紅
型
が
顔
料
で
彩
色
す
る
の
に
対
し
、

染
料
で
彩
色
す
る
手
法
で
す
。
そ
の

後
一
度
実
家
に
戻
っ
た
の
で
す
が
、

や
は
り
友
禅
を
続
け
た
い
と
思
い
、

京
都
で
３
人
ほ
ど
の
先
生
に
つ
き
１０

年
ほ
ど
勉
強
し
ま
し
た
。
最
終
的
に

は
伝
統
工
芸
士
で
あ
る
京
友
禅
の
故

山
崎
修
一
先
生
の
も
と
で
全
行
程
を

教
え
て
い
た
だ
い
て
、
７
年
ほ
ど
前

に
函
館
へ
戻
り
、
手
書
き
友
禅
の
工

房
冨
羽
を
ひ
ら
き
ま
し
た
。
　
　
　

白
岩
　
僕
は
松
前
出
身
で
、
中
学
か

ら
函
館
に
住
ん
で
い
ま
す
。
北
海
道

教
育
大
学
函
館
校
に
進
学
し
、
体
育

か
英
語
の
先
生
に
な
る
つ
も
り
だ
っ

た
の
で
す
が
、
陶
芸
の
授
業
を
う
け
、

美
術
を
学
ぶ
う
ち
に
も
の
づ
く
り
の

楽
し
さ
に
気
付
き
、
周
り
が
み
ん
な

就
活
し
て
い
る
頃
に
ひ
た
す
ら
ろ
く

ろ
を
回
し
て
い
ま
し
た
。
４
年
生
に

な
っ
て
、
練
習
で
急
須
を
作
っ
て
い

た
と
こ
ろ
、
担
当
教
授
で
あ
っ
た
小

平
征
雄
先
生
に
愛
知
県
常
滑
市
無
形

文
化
財
保
持
者
で
あ
る
常
滑
焼
作
家

小
西
洋
平
さ
ん
の
急
須
を
見
せ
て
い

た
だ
き
、
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
そ

の
後
、
幸
運
な
こ
と
に
直
接
お
会
い

す
る
こ
と
が
で
き
、
連
絡
先
を
教
え

て
い
た
だ
い
て
、
現
在
も
少
な
く
と

も
年
に
１
回
愛
知
県
ま
で
う
か
が
っ

て
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

景
澤
　
第
５８
回
日
本
伝
統
工
芸
展
の

入
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
白

岩
さ
ん
の
急
須
を
使
っ
て
い
る
の
で
、

お
会
い
で
き
て
嬉
し
い
で
す
。
　
　

白
岩
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

何
十
年
も
か
け
て
入
選
す
る
方
も
い

る
そ
う
な
の
で
、
恵
ま
れ
た
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
４
回
の
入
選
で

認
め
ら
れ
る
正
会
員
を
目
指
し
、
こ

れ
か
ら
も
が
ん
ば
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

景
澤
　
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
が
、
難
し
い
で
す
よ
ね
。
友
禅
は

５０
代
６０
代
で
若
手
と
言
わ
れ
る
よ
う

な
世
界
な
の
で
す
が
、
２０
代
後
半
か

ら
３０
代
ぐ
ら
い
に
な
る
と
、
暮
ら
し

て
い
け
な
い
か
ら
と
道
を
諦
め
て
し

ま
う
人
も
多
く
い
ま
す
。
　
　
　
　

白
岩
　
職
人
と
し
て
生
活
し
て
い
く

と
い
う
の
は
大
変
で
す
よ
ね
。
特
に

北
海
道
に
は
伝
統
工
芸
が
根
付
い
て

い
な
い
た
め
、
工
芸
に
対
す
る
評
価

が
低
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
急
須
自

体
は
、
今
は
百
円
均
一
で
も
売
っ
て

い
る
時
代
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
工

業
製
品
と
手
作
り
の
物
で
は
、
淹
れ

た
時
の
味
が
全
然
違
い
ま
す
よ
。
ま

た
、
僕
が
作
っ
て
い
る
急
須
は
、
わ

ざ
と
市
販
品
よ
り
柄
の
部
分
を
短
く

作
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
方
が
作
品
と

し
て
品
が
出
る
し
、
両
手
で
淹
れ
る

こ
と
に
よ
り
所
作
も
上
品
で
か
っ
こ

よ
く
見
え
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

景
澤
　
北
海
道
で
伝
統
工
芸
品
を
制

作
す
る
の
は
大
変
な
こ
と
も
多
い
で

す
よ
ね
。
友
禅
で
は
１
つ
の
作
品
を

完
成
さ
せ
る
ま
で
に
専
門
の
職
人
が

行
う
工
程
が
い
く
つ
か
あ
り
、
仕
上

げ
に
蒸
す
作
業
や
、
水
元
と
い
う
工

程
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
函
館
で
は

関
連
業
者
も
環
境
も
な
い
た
め
で
き

ま
せ
ん
。
京
都
に
住
む
引
染
め
屋
の

友
人
に
送
っ
た
り
、
友
人
の
工
房
に

出
向
い
て
作
業
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

白
岩
　
陶
芸
も
、
や
は
り
北
海
道
で

作
る
難
し
さ
は
あ
り
、
土
を
そ
の
ま

ま
使
え
ず
苦
労
し
ま
す
。
常
滑
や
四

日
市
が
本
場
と
し
て
発
展
し
て
い
る

の
は
土
の
こ
と
も
あ
っ
て
で
す
。
た

だ
、
僕
は
せ
っ
か
く
函
館
で
作
っ
て

い
る
の
で
、
１
０
０
％
ま
で
は
い
か

な
い
で
す
が
、
可
能
な
限
り
函
館
の

土
を
混
ぜ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

向
こ
う
は
本
場
で
職
人
が
飽
和
状
態

で
す
が
、
北
海
道
は
ほ
と
ん
ど
い
な

い
の
で
、
お
も
し
ろ
い
の
で
は
？
と

小
西
先
生
も
言
っ
て
く
だ
さ
り
、
今

年
秋
、
先
生
と
一
緒
に
函
館
で
個
展

を
開
き
、
ま
ず
は
函
館
の
皆
様
に
本

物
の
伝
統
工
芸
品
を
見
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
　
　
　
　

景
澤
　
今
は
手
書
き
友
禅
の
教
室
も

行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
京
都
で
は

職
人
も
多
く
皆
さ
ん
馴
染
み
が
あ
る

た
め
、
彩
色
と
言
う
だ
け
で
わ
か
っ

て
く
だ
さ
る
の
で
す
が
、
こ
ち
ら
で

は
作
っ
て
い
る
現
場
に
馴
染
み
が
な

い
の
で
き
ょ
と
ん
と
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
ま
た
、
賞
を
取
る
作
家
と
お

客
様
を
相
手
に
す
る
作
家
は
違
う
ん

で
す
よ
。
賞
を
目
指
す
作
家
さ
ん
は
、

い
か
に
豪
華
な
も
の
を
作
り
、
自
分

の
技
術
を
見
せ
る
か
を
競
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
作
品
は
舞
台
衣
装
の
よ

う
に
な
り
、
値
段
も
数
百
万
に
な
っ

て
し
ま
い
普
段
着
物
を
た
し
な
ん
で

い
る
よ
う
な
方
は
な
か
な
か
着
ら
れ

な
い
ん
で
す
よ
ね
。
急
須
は
ど
の
よ

う
に
作
る
の
で
す
か
？
　
　
　
　
　

白
岩
　
急
須
は
パ
ー
ツ
ご
と
に
ろ
く

ろ
で
ひ
い
て
作
り
ま
す
。
厚
さ
は
全

て
２
ミ
リ
ほ
ど
で
、
蓋
は
別
に
そ
れ

だ
け
で
作
り
ま
す
。
縮
み
方
が
異
な

る
の
で
、
ぴ
っ
た
り
合
わ
せ
る
の
が

難
し
く
、
最
近
や
っ
と
合
う
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
網
目
の
部
分
も

金
属
で
は
な
く
陶
器
の
部
分
に
直
接

穴
を
あ
け
ま
す
。
自
分
は
作
っ
て
い

る
全
て
の
工
程
で
幸
せ
を
感
じ
る
の

で
す
が
、
良
い
作
品
が
出
来
た
時
は

特
に
幸
せ
で
す
。
友
禅
は
ど
の
よ
う

に
デ
ザ
イ
ン
す
る
の
で
す
か
？
　
　

景
澤
　
自
分
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
図
柄

を
考
え
た
り
、
古
典
の
有
名
作
家
の

作
品
を
模
写
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

帯
上
げ
等
は
実
家
に
い
ら
っ
し
ゃ
る

お
客
様
の
着
物
に
あ
わ
せ
て
デ
ザ
イ

ン
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
も
し
て
い

ま
す
。
自
分
で
は
な
る
べ
く
着
物
を

着
て
出
か
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す

が
、
現
代
は
着
物
離
れ
が
ひ
ど
い
の

で
、
自
分
で
着
物
を
着
る
こ
と
が
出

来
な
い
人
も
沢
山
い
ま
す
。
着
物
を

目
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
ま
ず

は
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
と
嬉

し
い
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
岩
　
着
物
も
急
須
も
そ
う
な
の
で

す
が
、
生
活
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
も

の
な
の
で
、
も
っ
と
函
館
の
皆
様
の

生
活
に
も
根
付
く
と
い
い
で
す
ね
。

　
貴
重
な
お
話
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
お
二
人
の
益
々
の
ご
活
躍

と
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　 
 

い 



　
１
９
８
３
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
２
０

０
２
年
北
海
道
教
育
大
学
函
館
校
に
入

学
し
、
在
学
中
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
て

１
年
間
留
学
。
帰
国
後
に
休
学
し
、
国

際
教
育
機
関
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
カ
ウ
ン

シ
ル
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
、
２

年
間
イ
ギ
リ
ス
の
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
で
現

地
の
子
ど
も
達
に
日
本
語
を
教
え
る
。

２
０
０
８
年
再
び
帰
函
し
、
英
語
教
員

免
許
を
取
得
後
、
大
学
を
卒
業
。
現
在

は
フ
ィ
ジ
ー
共
和
国
の
公
立
高
校
で
、

同
校
に
留
学
中
で
あ
る
日
本
人
高
校
生

向
け
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
勤
務
中
。

　
２
０
１
０
年
６
月
か
ら
は
、
留
学

生
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
兼
、
海
外
営
業

を
担
当
し
た
。
対
教
師
か
ら
対
学
生
、

海
外
の
代
理
店
へ
と
移
行
し
、
私
の

仕
事
内
容
も
そ
れ
ま
で
と
は
大
き
く

変
わ
る
。
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
の

仕
事
は
主
に
、
毎
週
到
着
す
る
学
生

へ
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
学
校

や
フ
ィ
ジ
ー
生
活
に
関
す
る
説
明
）

や
、
滞
在
中
に
学
生
が
悩
み
を
抱
え

た
り
、
問
題
が
発
生
し
た
り
す
る
際

に
相
談
に
乗
り
、
解
決
に
向
け
て
サ

ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

海
外
営
業
で
は
世
界
各
国
の
代
理
店

と
や
り
取
り
を
行
い
、
様
々
な
国
籍

を
持
つ
学
生
の
受
け
入
れ
を
務
め
た
。

　
学
校
に
は
常
時
、
平
均
２
５
０
〜

３
０
０
人
の
学
生
が
滞
在
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
滞
在
期
間
は
１
週
間
〜
１
年
。

年
齢
層
は
１６
〜
６５
歳
と
幅
広
く
、
様
々

な
世
代
の
学
生
と
接
す
る
こ
と
で
私

自
身
本
当
に
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ

て
も
ら
っ
た
。
多
様
な
分
野
で
経
験

を
積
み
、
更
に
英
語
力
を
培
う
為
に
、

強
い
意
志
を
持
っ
て
フ
ィ
ジ
ー
に
渡

航
す
る
学
生
は
パ
ワ
ー
に
満
ち
溢
れ
、

独
特
な
個
性
の
あ
る
方
が
多
か
っ
た
。

　
学
生
達
が
抱
え
る
悩
み
の
多
く
は
、

英
語
の
伸
ば
し
方
や
、
文
化
の
違
い

か
ら
発
生
す
る
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
と

の
ト
ラ
ブ
ル
。
留
学
中
は
と
に
か
く

不
便
さ
が
つ
き
ま
と
う
。
そ
れ
ま
で

当
た
り
前
の
よ
う
に
駆
使
し
て
い
た

言
葉
、
気
候
、
食
事
、
習
慣
な
ど
が

ガ
ラ
リ
と
変
わ
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た

行
動
を
取
る
に
も
時
間
や
勇
気
を
要

す
る
。
ま
し
て
や
フ
ィ
ジ
ー
は
一
般

的
に
「
途
上
国
」
と
呼
ば
れ
、
バ
ス

の
時
刻
表
も
無
く
、
イ
ン
フ
ラ
も
整

っ
て
お
ら
ず
、
生
活
ス
タ
イ
ル
が
日

本
と
は
全
く
異
な
る
。
そ
の
中
で
英

語
力
を
習
得
し
て
い
く
こ
と
は
、
相

当
の
精
神
力
が
必
要
だ
。
私
は
こ
の

よ
う
な
学
生
達
に
対
し
て
、
少
し
で

も
力
に
な
れ
る
よ
う
、
自
分
に
で
き

る
こ
と
は
何
か
を
考
え
、
実
践
し
た
。

放
課
後
に
英
語
の
学
習
法
を
共
有
し

た
り
、
自
身
の
経
験
も
踏
ま
え
て
留

学
中
の
試
練
を
乗
り
切
る
為
の
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
仕
事
を
や
っ
て
い
て
本
当
に

良
か
っ
た
と
思
う
瞬
間
は
、
留
学
中

何
度
も
く
じ
け
そ
う
に
な
っ
た
学
生

が
、
卒
業
式
で
自
信
を
持
っ
た
表
情

で
、
堂
々
と
英
語
で
ス
ピ
ー
チ
を
行

う
姿
を
見
る
時
。
ま
た
、
卒
業
生
か

ら
の
便
り
で
、
フ
ィ
ジ
ー
留
学
後
に

夢
を
叶
え
た
と
報
告
を
受
け
る
時
で

あ
る
。
特
に
海
外
就
職
を
希
望
し
て

い
る
学
生
が
多
く
、
そ
れ
を
実
現
し

た
と
い
う
知
ら
せ
を
聞
く
度
に
、
嬉

し
さ
の
あ
ま
り
感
動
す
る
。
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
看
護
師
、
ア
メ
リ
カ
で
日

本
文
化
を
伝
え
る
仕
事
、
カ
ナ
ダ
で

Ｉ
Ｔ
を
学
ん
だ
後
、
現
地
の
Ｉ
Ｔ
企

業
に
就
職
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
国
際
機
関
に
勤

め
て
ト
ル
コ
な
ど
を
訪
問
し
て
い
る

者
も
い
る
。
そ
の
他
に
も
ベ
ト
ナ
ム

の
旅
行
代
理
店
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
で
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
、
フ
ラ
イ
ト
ア

テ
ン
ダ
ン
ト
と
し
て
世
界
を
飛
び
回

る
者
も
お
り
、
こ
の
仕
事
を
通
し
て

叶
わ
ぬ
夢
は
無
い
の
だ
と
、
確
信
さ

せ
ら
れ
る
。
彼
ら
自
身
が
既
に
備
え

て
い
た
ス
キ
ル
に
加
え
、
フ
ィ
ジ
ー

で
英
語
力
と
困
難
に
打
ち
勝
つ
精
神

を
磨
き
、
渇
望
し
て
い
た
夢
を
掴
ん

だ
こ
と
は
、
多
く
の
人
に
生
き
る
原

動
力
を
与
え
て
い
る
。
あ
る
学
生
が

言
っ
た
。「
フ
ィ
ジ
ー
で
夢
を
抱
く
心

が
甦
っ
た
。」夢
を
再
生
で
き
る
こ
の

場
所
か
ら
、
今
後
も
多
く
の
夢
叶
人

が
羽
ば
た
い
て
い
く
姿
を
見
守
り
続

け
て
い
き
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　 



　 
       

　
豊
か
な
文
化
を
育
ん
で
き
た
函
館

や
道
南
地
方
に
は
、
こ
こ
に
制
作
の

拠
点
を
置
い
て
意
欲
的
な
活
動
を
続

け
る
作
家
が
数
多
く
い
ま
す
。
　
　

　
本
展
は
、
道
南
地
域
で
活
動
す
る

戦
後
生
ま
れ
の
作
家
３０
名
が
、
２
０

０
１
年
以
降
に
制
作
し
た
作
品
に
よ

る
展
覧
会
で
す
。
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
若

手
ま
で
、
油
彩
、
日
本
画
、
版
画
、

彫
工
、
工
芸
な
ど
、
多
様
な
ジ
ャ
ン

ル
に
わ
た
る
約
１
０
０
点
の
秀
作
、

意
欲
作
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
　
　

　
道
南
美
術
の
「
い
ま
」
の
一
断
面

と
、
そ
し
て
「
こ
れ
か
ら
」
に
つ
な

が
る
新
た
な
可
能
性
を
み
る
こ
と
が

で
き
る
で
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　

出
品
作
家
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
田
幸
男
・
秋
元
美
穂
・
安
積
徹
・

石
川
久
美
子
・
石
川
潤
・
岩
井
聖
子 

・
苧
坂
恒
治
・
遠
藤
弘
志
・
長
内
さ

ゆ
み
・
ク
リ
ス
ト
ヨ
ー
ク
・
小
宮
伸

二
・
櫻
井
純
・
さ
さ
き
よ
う
す
け
・

佐
藤
志
帆
・
佐
藤
留
利
子
・
鈴
木
秀

明
・
隅
田
信
城
・
高
井
秀
樹
・
滝
花

保
和
・
永
嶺
康
紀
・
西
田
靖
郎
・
丸

岡
哲
也
・
三
浦
千
代
志
・
水
口
議
・

水
野
智
吉
・
安
田
祐
子
・
山
形
弘
枝 

・
山
田
光
・
横
山
朝
覧
・
輪
島
進
一

　 
               

◆
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ト
ー
ク
　
　
　

○
第
３
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
２
月
５
日
�
午
後
２
時
　
　

講
師
　
苧
坂
恒
治
、
隅
田
信
城
、
西

　
　
　
田
靖
郎
、水
口
議
、水
野
智
吉

○
第
４
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
２
月
１９
日
�
午
後
２
時
　
　

講
師
　
岩
井
聖
子
、
鈴
木
秀
明
、
滝

　
　
　
花
保
和
、
三
浦
千
代
志
、
横

　
　
　
山
朝
覧
　
　
　
　
　
　
　
　

会
場
　
展
示
室
（
特
別
展
観
覧
券
が

　
　
　
必
要
で
す
）
　
　
　
　
　
　

※
作
家
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
美
術
映
画
会
「
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ

　
ー
コ
ン
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
２
月
１８
日
�
午
後
２
時
　
　

会
場
　
講
堂
（
入
場
無
料
）
　
　
　

　 

　
函
館
で
生
ま
れ
た
も
の
の
、
す
ぐ

に
こ
の
地
を
離
れ
て
し
ま
っ
た
私
に
、

こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
執
筆
の
依
頼
を

い
た
だ
け
た
こ
と
に
、
ま
ず
感
謝
し

ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
記
憶
に
残
る
函
館
は
、
私
が
中
学

２
年
生
の
時
で
す
。
一
人
で
七
重
浜

と
桔
梗
に
住
む
親
戚
を
訪
ね
ま
し
た
。

そ
の
頃
生
活
し
て
い
た
岐
阜
か
ら
夜

行
列
車
に
乗
っ
て
東
京
に
出
、
東
北

本
線
を
乗
り
継
い
で
仙
台
に
住
む
親

戚
に
も
寄
り
、
今
は
無
き
青
函
連
絡

船
で
津
軽
海
峡
を
渡
り
ま
し
た
。
覚

え
て
い
る
こ
と
は
初
め
て
食
べ
た
ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
料
理
、
タ
イ
ヤ
公
園
、

函
館
山
か
ら
の
夜
景
、
そ
し
て
海
鮮

が
ど
っ
さ
り
乗
っ
た
ラ
ー
メ
ン
。
と

は
言
っ
て
も
、
海
の
幸
が
大
嫌
い
だ

っ
た
私
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
食
べ

ず
に
残
し
た
が
た
め
に
、
「
お
前
は

二
度
と
函
館
の
ラ
ー
メ
ン
屋
に
は
連

れ
て
こ
ね
ぇ
！
」
と
叔
父
に
こ
っ
ぴ

ど
く
叱
ら
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

　
大
人
に
な
っ
て
か
ら
、
従
兄
弟
た

ち
の
結
婚
な
ど
に
伴
っ
て
、
こ
の
街

を
訪
れ
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
数

年
前
に
は
大
沼
公
園
に
あ
る
サ
ニ
ー

ズ
ス
テ
ー
ブ
ル
に
て
乗
馬
を
体
験
さ

せ
て
も
ら
い
、
２
年
ほ
ど
前
の
冬
に

は
、
雪
に
覆
わ
れ
た
函
館
山
を
散
策

し
、
市
街
を
一
人
で
歩
き
ま
し
た
。

近
代
化
さ
れ
た
函
館
駅
は
、
北
海
道

新
幹
線
の
開
通
を
待
ち
望
ん
で
い
て
、

そ
の
準
備
が
出
来
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

ラ
ッ
キ
ー
・
ピ
エ
ロ
も
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。
噂
ど
お
り
の
う
ま
さ
に
感
激

し
ま
し
た
。
函
館
ラ
ー
メ
ン
も
、
こ

の
と
き
は
美
味
し
く
い
た
だ
い
た
し
、

来
る
た
び
に
浸
か
り
に
行
く
西
き
き

ょ
う
温
泉
と
谷
地
頭
温
泉
は
大
好
き

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
や
っ
て
み
た
い
！
」
と
い
う
純

粋
な
衝
動
に
か
ら
れ
て
、
２４
歳
で
始

め
た
ブ
ル
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
。
元
は
と

言
え
ば
、
カ
ウ
ボ
ー
イ
に
な
り
た
い

と
い
う
漠
然
と
し
た
夢
が
あ
っ
た
か

ら
。
「
自
分
が
本
当
に
や
り
た
い
こ

と
は
何
か
？
」
と
問
い
た
だ
し
た
と

き
に
、
あ
ま
た
の
回
答
が
出
て
く
る

中
で
、
最
後
ま
で
残
る
の
が
、
い
ま

も
ブ
ル
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
だ
か
ら
続
け

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
私
が
思
う
に
、
そ
れ
が
た
と
え
他

の
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
れ
何
で
あ
れ
、
大

切
な
の
は
、
成
長
過
程
の
１
か
ら
１０

で
は
な
く
、
始
め
る
段
階
の
ゼ
ロ
か

ら
１
。
始
め
な
い
こ
と
に
は
、
先
は

無
い
。
初
動
と
な
る
思
い
を
大
切
に

し
て
欲
し
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
目
標
と
し
て
き
た
『
プ
ロ
』
と
し

て
認
定
さ
れ
、
さ
ら
に
上
の
目
標
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
す
で
に
２
０
１
２

シ
ー
ズ
ン
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
が
配
布
さ
れ
る
頃
に
は
、
拠
点
と

し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
・
ユ
タ
州
へ
す

で
に
戻
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
　
　

　
帰
国
す
る
た
び
に
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
東
京
の
ア
ル
バ
イ
ト
先
に
、

一
昨
年
、
函
館
水
産
高
校
出
身
の
方

が
入
社
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
成
人
式

を
迎
え
た
彼
は
、
東
京
で
経
験
を
積

ん
だ
後
、
い
ず
れ
函
館
へ
と
帰
る
と

宣
言
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
彼
と
話

し
て
い
る
と
、
函
館
へ
の
郷
愁
は
さ

ら
に
募
り
ま
す
。
し
か
し
、
私
が
こ

の
街
を
再
び
訪
れ
る
日
は
、
残
念
な

が
ら
遠
の
い
て
い
く
ば
か
り
で
す
。

　 
 



　 
 

●
エ
ジ
プ
ト
旅
行
写
真
展
　
　
　
　

会
期
　
１
月
２９
日
�
〜
２
月
２８
日
�

　 
 

●
高
橋
絵
画
教
室
展
　
　
　
　
　
　

会
期
　
２
月
２
日
�
〜
２
月
７
日
�

●
ア
ト
リ
エ
・
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｆ
油
絵
展
　

会
期
　
２
月
９
日
�
〜
２
月
１４
日
�

●
富
田
桃
子
　
Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｄ
　
Ｗ
Ｅ
Ｄ

　
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
　
写
真
展
　
　
　
　
　

会
期
　
２
月
２３
日
�
〜
２
月
２８
日
�

　 
 

●
画
廊
一
花
企
画
　
日
本
画
展
　
　

会
期
　
１２
月
１７
日
�
〜
３
月
２０
日
�

　 
 

●
函
館
篆
刻
倶
楽
部
　
作
品
展
　
　

会
期
　
１
月
３１
日
�
〜
２
月
５
日
�

●
「
大
地
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
」
　

　
ロ
ケ
写
真
展
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
２
月
７
日
�
〜
２
月
１１
日
�

●
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
２
月
２１
日
�
〜
２
月
２６
日
�

●
村
上
絵
手
紙
教
室
合
同
展
　
　
　

会
期
　
２
月
２８
日
�
〜
３
月
４
日
�

　 
 

●
月
村
朝
子
絵
画
展
　
　
　
　
　
　

　
「
Ａ
ｆ
ｔ
ｅ
ｒ
ｉ
ｍ
ａ
ｇ
ｅ
」
　

会
期
　
１
月
１７
日
�
〜
２
月
１２
日
�

●
川
崎
志
代
写
真
展
　
　
　
　
　
　

　
「
刻
刻
〜
０
↓
２４
〜
」
　
　
　
　

会
期
　
２
月
１４
日
�
〜
３
月
４
日
�

　 

  

●
金
井
英
明
　
田
園
幻
想
画
　
　
　

　
原
画
・
グ
ラ
フ
ア
ー
ト
展
　
　
　

会
期
　
１
月
１４
日
�
〜
２
月
２８
日
�

　 
 

●
濱
田
啓
塑
の
う
つ
わ
展
『
は
る
ｉ

　
ｃ
ｈ
ｉ
ｂ
ａ
ｎ
ー
幸
せ
の
予
感
ー
』

会
期
　
２
月
４
日
�
〜
２
月
２６
日
�

　 
 

●
小
坂
井
順
子
　
手
作
り
キ
ャ
ン
ド

　
ル
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
２
月
４
日
�
〜
２
月
１４
日
�

●
遠
見
京
美
　
能
登
の
手
漉
き
和
紙
展

会
期
　
２
月
１６
日
�
〜
２
月
２８
日
�

　 
 

●
道
南
の
観
光
ポ
ス
タ
ー
展
　
　
　

会
期
　
１
月
２４
日
�
〜
２
月
８
日
�

●
第
９
回
小
学
生
・
中
学
生
に
よ
る

　
ふ
る
さ
と
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
　
　

会
期
　
２
月
１０
日
�
〜
２
月
１５
日
�

●
北
海
道
函
館
工
業
高
校
建
築
科
卒

　
業
作
品
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
２
月
１６
日
�
〜
２
月
１９
日
�

●
北
海
道
新
幹
線
パ
ネ
ル
展
　
　
　

会
期
　
２
月
２２
日
�
〜
３
月
１１
日
�

　 
 

●
油
絵
風
景
画
展
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
１
月
２３
日
�
〜
２
月
３
日
�

●
秀
作
版
画
展
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
２
月
６
日
�
〜
２
月
１７
日
�

●
人
物
を
描
く
作
品
展
　
　
　
　
　

会
期
　
２
月
２０
日
�
〜
３
月
２
日
�

　 
 

●
イ
ラ
ン
に
伝
わ
る
伝
統
、キ
リ
ム
展

会
期
　
２
月
３
日
�
〜
２
月
２１
日
�

●
廣
瀬
愼
　
気
に
な
る
鋳
鉄
展
　
　

会
期
　
２
月
２４
日
�
〜
３
月
６
日
�

●
第
９
回
日
本
の
ク
ラ
フ
ト
・
東
北

　
の
ク
ラ
フ
ト
展
　
　
　
　
　
　
　

会
期
　
２
月
２９
日
�
〜
３
月
５
日
�

　 
 

●
土
井
世
津
押
絵
・
ち
り
め
ん
細
工
展

会
期
　
１
月
２４
日
�
〜
２
月
６
日
�

●
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ク
レ
イ
ク
ラ
フ
ト
展
　

会
期
　
２
月
８
日
�
〜
２
月
２２
日
�

●
季
の
栞
〜
手
づ
く
り
の
お
ひ
な
様

　
と
和
の
雑
貨
展
〜
　
　
　
　
　
　

会
期
　
２
月
２４
日
�
〜
３
月
８
日
�

　 
 

●
第
４５
回
高
校
生
の
書
展
　
　
　
　

会
期
　
２
月
１
日
�
〜
２
月
５
日
�

●
第
４９
回
教
育
・
福
祉
合
同
作
品
展

会
期
　
２
月
９
日
�
〜
２
月
１３
日
�

　 
           

■
ま
な
び
っ
と
体
験
講
座
　
　
　
　

　
プ
ロ
に
習
う
超
・
初
心
者
向
け
の

　
似
顔
絵
レ
ッ
ス
ン
　
　
　
　
　
　

日
時
　
２
月
１２
日
�
午
後
１
時
　
　

受
講
料
　
３
０
０
円
　
　
　
　
　
　

対
象
　
小
学
生
〜
一
般
２４
名
　
　
　

申
込
み
　
２
月
５
日
�
ま
で
電
話
で

　 
 

■
真
っ
暗
の
な
か
の
共
生
学
習
　
　

対
象
　
小
中
学
生
５０
名
（
申
込
順
）

■
暗
闇
で
の
共
生
学
習
と
学
習
支
援

対
象
　
高
校
生
以
上
３０
名
（
申
込
順
）

日
時
　
２
月
１８
日
�
午
後
１
時
３０
分

　
　
　
〜
１９
日
�
（
一
泊
二
日
）
　

参
加
料
　
３
０
０
０
円
　
　
　
　
　

申
込
み
　
２
月
７
日
�
午
前
９
時
〜

　
　
　
　
１６
日
�
ま
で
電
話
で
　
　

　 
 

■
子
ど
も
放
送
局
　
　
　
　
　
　
　

①
飾
っ
て
か
わ
い
い
☆
お
り
が
み
で

　
作
る
「
小
さ
な
ス
タ
ン
ド
ミ
ラ
ー
」

日
時
　
２
月
１１
日
�
午
前
１０
時
　
　

対
象
　
小
学
生
１５
名
（
申
込
順
）
　

　
　
　
保
護
者
同
伴
不
可
　
　
　
　

②
作
っ
て
あ
そ
ぼ
う
「
く
る
く
る
変

　
わ
り
絵
」
楽
し
い
お
ま
け
付
き
☆

日
時
　
２
月
２５
日
�
午
前
１０
時
　
　

対
象
　
小
中
学
生
２５
名
（
申
込
順
）

受
講
料
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
み
　
２
月
２
日
�
午
前
９
時
か

　
　
　
　
ら
電
話
で
　
　
　
　
　
　

　 
 

■
ひ
な
ま
つ
り
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
２
月
２６
日
�
午
前
１０
時
　
　

対
象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
３５
名

　
　
　（
小
学
生
の
み
で
の
参
加
可
能
）

参
加
料
　
２
０
０
円
　
　
　
　
　
　

申
込
み
　
２
月
７
日
�
〜
１８
日
�
に

　
　
　
　
電
話
ま
た
は
直
接
来
館
　

　 
 

■
第
１７
回
公
民
館
講
座
　
　
　
　
　

　
受
講
生
作
品
展
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
２
月
２７
日
�
〜
３
月
２
日
�

会
場
　
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル
　

　 
 

■
縄
文
体
験
定
期
講
座
　
　
　
　
　

　
「
縄
文
の
布
づ
く
り
」（
全
５
回
）

日
時
　
２
月
１９
日
�
午
後
１
時
　
　

受
講
料
　
５
０
０
円
（
材
料
費
）
　

申
込
み
　
２
月
１８
日
�
ま
で
に
電
話
・

　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
　

　
　
　
　（
今
回
の
み
の
申
込
み
も
可
）

■
休
館
の
お
知
ら
せ
　
　
　
　
　
　

　
館
内
資
料
特
別
整
理
の
た
め
３
月

５
日
�
〜
１９
日
�
は
休
館
し
ま
す
。

　 
 

■
休
館
の
お
知
ら
せ
　
　
　
　
　
　

　
２
月
２４
日
�
は
館
内
整
理
の
た
め

休
館
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　 
 

■
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

日
時
　
２
月
２６
日
�
午
前
１０
時
　
　

対
象
　
１８
歳
以
上
の
一
般
市
民
２０
名

　
　
　
（
申
込
順
）
　
　
　
　
　
　

申
込
み
　
２
月
１４
日
�
〜
２０
日
�
　

　
　
　
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
５
時

■
自
主
夜
間
中
学
校
　
函
館
遠
友
塾

日
時
　
４
月
か
ら
毎
週
水
曜
　
　
　

　
　
　
午
後
５
時
２０
分
　
　
　
　
　

場
所
　
函
館
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

受
講
料
　
５
０
０
０
円
程
度（
年
間
）

申
込
み
　
平
日
午
後
４
時
〜
午
後
８
時

　
　
　
　
�
０
８
０
¦
５
５
９
８
¦

　
　
　
　
５
６
０
８
（
今
西
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　 

 











表
紙
の
こ
と
ば
Ι
制
作
趣
意
　
　
　

　
か
た
ち
が
時
間
と
と
も
に
変
化
す

る
雲
や
煙
を
数
字
に
デ
ザ
イ
ン
し
た

高
瀬
莉
子
さ
ん
（
当
時
柏
野
小
学
校

６
年
）
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
も
と
に
、

ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ
イ
ト
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
「
ア
ラ
ジ
ン
と
魔
法
の
ラ
ン
プ
」

の
煙
で
数
字
を
表
現
し
ま
し
た
。
　

　
こ
の
作
品
は
市
内
お
よ
び
そ
の
近

郊
の
小
学
生
を
対
象
に
行
っ
た
デ
ザ

イ
ン
協
議
会
の
企
画
展
に
応
募
さ
れ

た
も
の
を
、
子
ど
も
た
ち
と
会
員
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
カ
レ
ン
ダ

ー
に
し
た
も
の
を
改
め
て
編
集
し
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　 

　 
                    

●
Ａ
ｃ
ｏ
ｕ
ｓ
ｔ
ｉ
ｃ
　
Ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
　
Ｖ
ｏ
ｌ.

７０ 

出
演
　
佐
藤
圭
太
、
パ
ス
ピ
エ
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
ミ
ッ
ク
・
サ
ト
ー
　
他
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
２
月
１２
日
�
午
後
７
時
　
　
　
　
　
　
　

料
金
　
　
１
０
０
０
円
　
１
５
０
０
円
　
　
　
　

●
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
　
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｌ
ｅ
ｘ
　
Ｖ
ｏ
ｌ.

３８ 
　

出
演
　
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
Ｒ
、
７８
　
　

　
　
　
Ｌ
ｉ
ｐ
ｓ
＆
ｖ
ｉ
ｂ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
他

日
時
　
２
月
１９
日
�
午
後
７
時
　
　
　
　
　
　
　

料
金
　
　
１
０
０
０
円
　
１
５
０
０
円
　
　
　
　

　 
 

●
『
更
年
期
の
心
』
を
理
解
す
る
講
座
　
　
　
　

日
時
　
３
月
７
日
�
午
後
６
時
３０
分
　
　
　
　
　

受
講
料
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
４０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
男
女
　
　
　
　
　
　

申
込
　
２
月
７
日
�
午
前
１０
時
か
ら
直
接
ま
た
は

　
　
　
電
話
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
Ｄ
Ｖ
と
虐
待
相
談
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
毎
週
火
・
木
曜
日
午
前
１０
時
　
　
　
　
　

対
象
　
女
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
働
く
女
性
の
悩
み
相
談
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
毎
週
水
・
金
曜
日
午
後
６
時
３０
分
　
　
　

　 
 

■
は
こ
だ
て
童
謡
の
会
〜
皆
さ
ん
御
一
緒
に
な
つ

　
か
し
い
童
謡
唱
歌
を
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
〜

講
師
　
細
谷
悦
子
（
日
本
演
奏
連
盟
会
員
）
　
　

日
時
　
２
月
２８
日
�
午
後
１
時
３０
分
　
　
　
　
　

料
金
　
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
３１ 
¦
３
３
８
５
　
　
　
　
　
　
　
　

■
函
館
ア
マ
デ
ウ
ス
合
唱
団
団
員
募
集
　
　
　
　

　
９
月
４
日
開
催
予
定
の
「
祝
祭
・
国
際
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
ｉ
ｎ
北
海
道
２
０
１
２
」
で
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
作
曲
「
レ
ク
イ
エ
ム
」
を
演
奏
す
る
女
声
団
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

練
習
日
　
毎
月
２
回
月
曜
日
午
後
７
時
　
　
　
　

　
　
　
　
毎
月
１
回
日
曜
日
午
前
１１
時
　
　
　
　

会
費
　
月
２
０
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
５７ 
¦
３
１
１
６
（
佐
藤
）
　
　
　
　

　
　 

 

●
プ
チ
・
カ
フ
ェ
講
演
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
元
気
の
で
る
た
べ
も
の
の
話
」
　
　
　
　
　

講
師
　
深
谷
令
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
２
月
４
日
�
午
前
１０
時
３０
分
　
　
　
　
　

参
加
費
　
３
０
０
円
（
紅
茶
・
ク
ッ
キ
ー
付
）
　

●
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
ブ
リ
ッ
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　

案
内
人
　
寺
田
麗
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
２
月
４
日
�
、
１８
日
�
午
後
１
時
３０
分
　

参
加
費
　
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
歌
い
つ
づ
け
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
　
寺
田
麗
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
２
月
８
日
�
、
１５
日
�
午
前
１０
時
３０
分
　

参
加
費
　
６
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
「
げ
ん
き
ｄ
ｅ
ス
ト
レ
ッ
チ
」

講
師
　
水
谷
眞
貴
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
２
月
９
日
�
、
２３
日
�
午
後
１
時
３０
分
　

参
加
費
　
６
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
ク
ラ
フ
ト
カ
フ
ェ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
　
中
澤
道
子
（
ニ
ュ
ー
イ
ト
ヘ
イ
）
　
　
　

日
時
　
２
月
１４
日
�
、
２８
日
�
午
前
１０
時
　
　
　

参
加
費
　
午
前
・
午
後
券
　
各
７
０
０
円（
お
茶
付
）

　
　
　
　
一
日
券
１
５
０
０
円（
お
茶
・
ラ
ン
チ
付
）

●
「
四
季
の
中
華
薬
膳
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
　
木
村
史
能
（
函
館
国
際
ホ
テ
ル
「
中
華
」

　
　
　
　
料
理
長
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
２
月
１６
日
�
午
前
１０
時
　
　
　
　
　
　
　

参
加
費
　
２
６
２
５
円（
材
料
費
込
）　
　
　
　
　

●
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
レ
イ
ス
ブ
ラ
ン
　
　
　
　
　

　
「
も
う
す
ぐ
た
の
し
い
ひ
な
ま
つ
り
」
　
　
　

講
師
　
向
山
千
恵
子
（
折
り
紙
）
　
　
　
　
　
　

日
時
　
２
月
１８
日
�
午
前
１０
時
３０
分
　
　
　
　
　

参
加
費
　
３
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 　 ●
生
キ
ャ
ラ
メ
ル
＆
わ
た
あ
め
屋
さ
ん
　
　
　
　

日
時
　
２
月
４
日
�
午
前
９
時
３０
分
　
　
　
　
　

　
　
　
２
月
５
日
�
午
前
８
時
３０
分
　
　
　
　
　

会
場
　
１
日
目
　
函
館
市
亀
田
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
２
日
目
　
函
館
市
熱
帯
植
物
園
　
　
　
　

参
加
費
　
２
２
０
０
円
（
体
験
費
等
）
　
　
　
　

定
員
　
１０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
小
学
１
年
生
〜
中
学
３
年
生
　
　
　
　
　

申
込
締
切
　
２
月
２
日
�
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
め
ろ
め
ろ
☆
メ
ロ
ン
パ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
２
月
１１
日
�
、
１２
日
�
　
　
　
　
　
　
　

会
場
　
北
斗
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　

参
加
費
　
３
０
０
０
円
（
体
験
費
等
）
　
　
　
　

定
員
　
各
日
２０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
５
才
〜
中
学
３
年
生
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
締
切
　
２
月
９
日
�
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
ス
キ
ー
！
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
！
冬
の
冒
険
隊
　

日
時
　
２
月
２５
日
�
午
前
８
時
〜
　
　
　
　
　
　

　
　
　
２
月
２６
日
�
１２
時
４０
分
　
　
　
　
　
　
　

会
場
　
七
飯
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
等
　
　
　
　
　
　
　

参
加
費
　
５
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
２４
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
小
学
１
年
生
〜
中
学
３
年
生
　
　
　
　
　

申
込
先
　
�
２６ 
¦
０
３
０
０
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　（
函
館
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー
）　

申
込
締
切
　
２
月
２３
日
�
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　 

　
　
　
　
　
　 

●
ｓ
ａ
ｙ
ｕ
ｒ
ｉ
キ
ャ
ン
ド
ル
教
室
　
　
　
　
　

　
１
ｄ
ａ
ｙ
　
Ｌ
ｅ
ｓ
ｓ
ｏ
ｎ
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
２
月
１２
日
�
午
後
１
時
３０
分
　
　
　
　
　

参
加
費
　
２
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
８
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
そ
の
他
、
書
の
教
室
・
フ
ラ
教
室
・
英
会
話
講

　
座
等
も
開
講
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　 
 

○
私
だ
け
の
ハ
ッ
ピ
ー
・
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
　
　
　

　
１
月
１４
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
人
生
、
こ
こ
に
あ
り
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１
月
２１
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
ペ
ー
パ
ー
バ
ー
ド
〜
幸
せ
は
翼
に
の
っ
て
　
　
　
　

　
１
月
２１
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
宇
宙
人
ポ
ー
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１
月
２８
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
蜂
蜜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１
月
２８
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
日
本
列
島
　
い
き
も
の
た
ち
の
物
語
　
　
　
　

　
２
月
４
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
恋
の
罪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
２
月
４
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
ミ
ラ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
２
月
４
日
�
〜
２
月
１０
日
�
　
　
　
　
　
　
　

○
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
・
キ
リ
ン
グ
　
　
　
　
　
　

　
２
月
１１
日
�
〜
２
月
１７
日
�
　
　
　
　
　
　
　

○
ひ
ま
わ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
２
月
１８
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
東
京
オ
ア
シ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
２
月
１８
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
５０
／
５０
〜
フ
ィ
フ
テ
ィ
　
フ
ィ
フ
テ
ィ
　
　
　

　
２
月
２５
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
ゴ
ー
ス
ト
ラ
イ
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
２
月
２５
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

　 
 

○
映
画
　
怪
物
く
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１１
月
２６
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
リ
ア
ル
・
ス
テ
ィ
ー
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１２
月
９
日
�
〜
２
月
３
日
�
　
　
　
　
　
　
　

○
源
氏
物
語
　
千
年
の
謎
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１２
月
１０
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
×
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゼ
＆

　
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
オ
ー
ズ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１２
月
１０
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
ミ
ッ
シ
ョ
ン : 

イ
ン
ポ
ッ
シ
ブ
ル
４
　
　
　
　

　
１２
月
１６
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ
　
も
の
の
け
島
の
ナ
キ
　
　

　
１２
月
１７
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
映
画
　
ス
イ
ー
ト
プ
リ
キ
ュ
ア
♪
　
　
　
　
　

　
１
月
７
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
パ
ラ
ノ
ー
マ
ル
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
３
　
　
　

　
１
月
７
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
し
あ
わ
せ
の
パ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１
月
２１
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
Ａ
Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ
三
丁
目
の
夕
日
’
６４
　
　
　
　

　
１
月
２１
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
麒
麟
の
翼
〜
劇
場
版
・
新
参
者
〜
　
　
　
　
　

　
１
月
２８
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

○
ド
ラ
ゴ
ン
・
タ
ト
ゥ
ー
の
女
　
　
　
　
　
　
　

　
２
月
１０
日
�
〜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
　
　
　
　
　
　

　 ■
ア
イ
ヌ
モ
シ
リ
文
化
講
座
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
　
宇
梶
シ
ズ
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
２
月
４
日
�
①
午
後
２
時
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
②
午
後
６
時
　
　
　
　
　
　

会
場
　
地
域
交
流
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
　
　
　

料
金
　
５
０
０
円
（
資
料
代
）
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
０
９
０ 
¦
９
４
３
９ 
¦
５
３
２
４
　

　
　
　
　
（
事
務
局
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
Ｓ
ｉ
ｌ
ｋ
ｄ
ｏ
ｒ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ｕ
ｒ
ー
て
る
く
ん

　
と
お
っ
ち
ゃ
ん
の
”
シ
ル
ク
道
路
“
ツ
ア
ー
２

　
０
１
２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
演
　
伊
藤
芳
輝（
フ
ラ
メ
ン
コ
ギ
タ
ー
）　
　
　

　
　
　
吉
見
征
樹（
タ
ブ
ラ
）　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
２
月
１７
日
�
午
後
８
時
　
　
　
　
　
　
　

会
場
　
Ｂ
Ａ
Ｒ
　
ｈ
ａ
ｎ
ａ
ｂ
ｉ（
宝
来
町
３４
　
１
）

問
合
せ
　
�
２２ 
¦
０
０
８
７
（
同
店
）
　
　
　
　

■
１
日
芝
居
小
屋
　
小
春
日
和
　
　
　
　
　
　
　

出
演
　
劇
団
Ｇ
４
、Ｌ
ｅ
ｔ
，
ｓ
え
ん
げ
き
ぶ
　
　

　
　
　
劇
座
不
手
際
（
未
来
大
演
劇
部
）
　
　
　

　
　
　
函
教
大
演
劇
集
団
劇
団﹇
ａ
　
﹈銀
天
淳
之
介
他

日
時
　
２
月
１８
日
�
午
後
１
時
３０
分
　
　
　
　
　

会
場
　
む
げ
ん
空
間
　
小
春
日
和（
八
幡
町
１８
　
１８
）

料
金
　
　
１
０
０
０
円
　
１
２
０
０
円
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
０
９
０ 
¦
５
９
８
０ 
¦
８
９
９
９
　

　
　
　
　
（
山
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
函
館
ベ
イ
サ
イ
ト
店
　
　
　

　
ミ
ニ
ギ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　

出
演
　
左
信
悟
（
ギ
タ
ー
）
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
２
月
１９
日
�
午
後
４
時
、
午
後
５
時
　
　
　

会
場
　
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
函
館
ベ
イ
サ
イ
ト
店
　

料
金
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
５２ 
¦
４
５
１
４
（
左
信
悟
）
　
　
　

■
ほ
く
す
い
ブ
ラ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
第
１
回
定
期
演
奏
会
〜
そ
し
て
伝
説
へ
〜
　
　

日
時
　
２
月
２１
日
�
午
後
５
時
　
　
　
　
　
　
　

会
場
　
北
海
道
大
学
函
館
キ
ャ
ン
パ
ス
　
　
　
　

入
場
料
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
０
８
０ 
¦
１
８
６
４ 
¦
５
９
３
４
　

　
　
　
　
（
其
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
チ
ェ
ロ
と
ピ
ア
ノ
の
コ
ン
サ
ー
ト
　
　
　
　
　

　
「
み
な
と
ま
ち
コ
ン
サ
ー
ト
」
　
　
　
　
　
　

出
演
　
文
屋
治
実
（
チ
ェ
ロ
・
札
幌
交
響
楽
団
）
　

　
　
　
立
石
智
子
（
ピ
ア
ノ
）
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
２
月
２６
日
�
午
後
２
時
　
　
　
　
　
　
　

会
場
　
み
な
と
ま
ち
皮
膚
科
菊
地
医
院
　
　
　
　

　
　
　
（
亀
田
港
町
３９
　
７
）
　
　
　
　
　
　
　

料
金
　
１
０
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
　
４０
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
４０ 
¦
３
７
１
０
（
同
医
院
）
　
　
　

■
ピ
リ
カ
モ
シ
リ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｒ
ｅ
Ｒ
ａ
コ
ン

　
サ
ー
ト
２
０
１
２
『
ア
イ
ヌ
民
族
』
の
言
葉
が

　
現
代
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
甦
る
！
　
　
　
　
　

ゲ
ス
ト
　
津
軽
三
味
線
「
夢
三
弦
」
　
　
　
　
　

日
時
　
２
月
２６
日
�
午
後
２
時
３０
分
　
　
　
　
　

会
場
　
サ
ン
リ
フ
レ
（
大
森
町
２
　
１４
）
　
　
　

料
金
　
無
料
（
要
整
理
券
）
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
　
�
２２ 
¦
６
６
４
３（
川
村
）　
　
　
　
　

　 

当 

前 

当 

前 

当 

前 

¦
 

¦
 

¦
 

¦
 



プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
…
１
９
７
４
年
函
館
生
ま
れ
。
東
京
・
大
阪
・
帯
広
等
転
々
と
し
、
２
０
０
２
年
函
館
に
戻
り
現
在
に
至
る
。 

 

　
２
０
１
０
年
１２
月

３０
日
、
ナ
ビ
の
付
い

た
愛
車
で
フ
ェ
リ
ー

に
乗
り
込
み
大
間
へ
。

フ
ェ
リ
ー
に
乗
る
の

も
、
車
で
津
軽
海
峡

を
渡
る
の
も
２０
年
以

上
振
り
。
翌
日
、
岩

手
県
へ
向
け
南
下
。

し
か
し
、
大
雪
に
何

度
も
何
度
も
行
く
手

を
阻
ま
れ
、
宿
泊
地

の
盛
岡
に
着
い
た
と

き
に
は
「
ゆ
く
年
く

る
年
」
も
す
で
に
終

わ
っ
て
い
る
時
刻
。

当
然
な
が
ら
名
物
「
じ

ゃ
じ
ゃ
麺
」
に
は
あ

り
つ
け
ず
。
改
め
て
、

新
年
を
迎
え
、
い
ざ
中
尊
寺
へ
。
天

気
も
一
転
初
詣
日
和
の
快
晴
。
当
時

世
界
遺
産
の
登
録
を
待
つ
ば
か
り
と

あ
っ
て
、
多
く
の
初
詣
客
や
観
光
客
。

掻
き
分
け
掻
き
分
け
、
一
番
奥
の
金

色
堂
へ
。
さ
す
が
に
栄
華
を
極
め
た

奥
州
藤
原
氏
ゆ
か
り
の
地
に
感
動
。

　
次
は
え
さ
し
藤
原
の
郷
へ
。
こ
こ

は
、
千
代
台
公
園
陸
上
競
技
場
の
６
・

４
個
分
の
大
き
さ
が
あ
り
、
１
周
歩

く
の
に
１
２
０
分
も
か
か
る
広
大
な

施
設
。
中
に
は
源
義
経
の
屋
敷
や
伽

羅
御
所
（
寝
殿
造
）
、
平
等
院
を
模

し
た
無
量
光
院
が
あ
り
、
ま
る
で
京

都
に
い
る
気
分
。
ま
だ
見
て
い
た
い

思
い
を
残
し
つ
つ
、
次
の
目
的
地
、

秋
田
へ
。
冷
え
た
体
を
温
め
る
た
め
、

し
ょ
っ
つ
る
鍋
を
食
べ
満
足
。
日
付

が
変
わ
り
男
鹿
半
島
に
あ
る
な
ま
は

げ
館
へ
。
な
ま
は
げ
は
同
じ
よ
う
に

み
え
ま
す
が
、
実
は
集
落
に
よ
っ
て

微
妙
に
異
な
り
、
そ
の
数
６０
種
類
を

超
え
る
と
は
び
っ
く
り
。
　
　
　
　

　
こ
の
あ
と
青
森
経
由
で
再
び
フ
ェ

リ
ー
に
乗
り
途
中
日
の
出
を
見
な
が

ら
帰
函
。
こ
の
年
の
正
月
休
み
は
こ

れ
で
終
わ
り
。
こ
の
原
稿
を
書
い
て

い
る
頃
に
は
、
液
晶
画
面
の
付
い
た

魔
法
の
箱
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
２
を
手
に
入

れ
、
ど
こ
に
行
こ
う
か
思
案
中
。
北

海
道
に
は
知
床
、
東
北
に
は
白
神
山

地
、
平
泉
と
３
つ
の
世
界
遺
産
が
あ

り
ま
す
。
函
館
か
ら
は
、
ち
ょ
っ
と

遠
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
分

感
動
す
る
の
は
間
違
い
な
し
で
す
。

是
非
お
出
か
け
し
て
み
て
は
？
　
　

　
次
回
は
、
ソ
ム
リ
エ
の
荒
川
裕
也

さ
ん
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
い
た
し
ま
す
。

　 
 

　
子
供
の
と
き
、
お
爺
ち
ゃ
ん
と
お

婆
ち
ゃ
ん
の
家
に
行
く
こ
と
は
一
番

楽
し
い
こ
と
だ
っ
た
。
お
婆
ち
ゃ
ん

は
美
味
し
い
食
べ
物
を
作
っ
て
く
れ

た
り
、
手
づ
く
り
の
履
き
心
地
が
よ

い
靴
も
作
っ
て
く
れ
た
。
お
爺
ち
ゃ

ん
は
私
た
ち
を
連
れ
て
、
川
へ
魚
や

カ
ニ
を
捕
り
に
行
っ
た
り
、
山
へ
行

っ
て
、
椎
茸
を
採
っ
た
り
し
た
。
し

か
し
、
高
校
の
時
２
人
は
、
こ
の
世

を
去
り
、
天
国
に
行
っ
た
の
だ
。
そ

の
後
の
家
は
道
路
工
事
の
た
め
、
取

り
壊
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
、
そ
の
土

地
に
は
行
っ
た
こ
と
が
な
い
が
、
お

爺
ち
ゃ
ん
と
お
婆
ち
ゃ
ん
の
こ
と
は

ず
っ
と
思
い
出
と
し
て
覚
え
て
い
る
。

　
今
年
の
４
月
、
私
は
函
館
に
来
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
ま
た
お
爺
ち

ゃ
ん
と
お
婆
ち
ゃ
ん
の
面
影
を
見
た

よ
う
な
気
が
す
る
。
函
館
に
来
た
ば

か
り
の
頃
、
寂
し
が
り
の
私
の
た
め

に
、
日
本
の
お
婆
ち
ゃ
ん
は
い
つ
も

私
に
、
美
味
し
い
食
べ
物
を
食
べ
さ

せ
て
く
れ
た
り
、
自
分
の
若
い
頃
の

話
な
ど
し
て
く
れ
て
、
そ
れ
を
聞
い

て
い
る
と
、
ま
る
で
自
分
の
お
婆
ち

ゃ
ん
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
日
本
の
お

爺
ち
ゃ
ん
も
自
分
の
お
爺
ち
ゃ
ん
に

そ
っ
く
り
で
口
数
は
少
な
い
が
、
身

の
回
り
の
こ
と
に
い
ろ
い
ろ
気
を
配

っ
て
、
親
切
に
し
て
く
れ
る
。
あ
る

日
お
爺
ち
ゃ
ん
が
私
の
自
転
車
に
ラ

イ
ト
を
付
け
て
く
れ
た
。
お
爺
ち
ゃ

ん
は
「
夜
は
危
な
い
か
ら
さ
、
新
し

い
の
を
つ
け
る
。」と
言
っ
た
。
そ
の

時
の
優
し
さ
が
胸
に
沁
み
、
涙
が
出

そ
う
な
く
ら
い
で
、
幸
せ
を
感
じ
た

の
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
日
本
に
来
る
前
に
、
日
本
で
の
一

人
の
生
活
が
少
し
心
配
だ
っ
た
が
、

今
は
函
館
に
来
て
よ
か
っ
た
と
思
っ

て
い
る
。
函
館
で
の
い
ろ
い
ろ
な
出

会
い
、
特
に
大
切
な
お
爺
ち
ゃ
ん
と

お
婆
ち
ゃ
ん
と
の
出
会
い
は
私
の
人

生
の
宝
物
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　

※
１
月
号
で
、
陳
海
燕
さ
ん
の
在
学

　
大
学
名
を
誤
っ
て
瀋
陽
師
範
大
学

　
と
記
入
し
て
お
り
ま
し
た
。
正
し

　
く
は
、
哈
爾
濱
師
範
大
学
（
ハ
ル

　
ビ
ン
師
範
大
学
）
で
し
た
。
お
詫

　
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
　 



　 
                         

　
全
国
大
会
に
出
場
し
た
経
緯
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　

　
始
め
た
頃
か
ら
全
国
大
会
に
出
場

し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
、
念

願
が
叶
っ
て
出
場
で
き
ま
し
た
。
　

　
全
国
大
会
に
出
場
し
て
何
か
変
わ

り
ま
し
た
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　

　
北
海
道
で
は
１
位
で
し
た
の
で
、

全
国
で
も
勝
て
る
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
強
い
選
手
が
多
か
っ
た
で
す
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
練
習
に
も
熱
が

入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　

　
自
転
車
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、

何
で
し
た
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　

　
小
６
の
時
、
父
に
競
輪
場
へ
連
れ

て
行
っ
て
も
ら
っ
た
時
、
選
手
と
の

距
離
が
近
い
の
と
速
さ
に
興
味
を
持

ち
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
が
自
転
車
に
取
り
組
む
の
を

聞
い
て
１
期
生
と
し
て
入
り
ま
し
た
。

　
取
り
組
ん
で
い
る
種
目
は
何
で
す

か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
高
１
で
は
ケ
イ
リ
ン
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
が
、
今
は
ス
プ
リ
ン
ト

を
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
の
種
目
の
特
徴
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ケ
イ
リ
ン
は
８
〜
９
人
、
ス
プ
リ

ン
ト
は
２
人
で
の
競
い
合
い
で
勝
敗

を
決
め
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ス
ピ
ー
ド
は
ど
の
く
ら
い
ま
で
出

ま
す
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
６５
ｋ
ｍ
／
ｈ
は
出
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
他
の
種
目
と
車
体
の
違
い
が
あ
り

ま
す
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
競
技
用
（
軽
い
）
と
ケ
イ
リ
ン
用

（
頑
丈
）
が
あ
り
ま
す
が
、
ケ
イ
リ

ン
用
を
使
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　

　
公
道
を
走
る
自
転
車
と
の
大
き
な

違
い
は
何
で
す
か
？
　
　
　
　
　
　

　
空
回
り
を
し
ま
せ
ん
。
ペ
ダ
ル
と

後
ろ
タ
イ
ヤ
の
回
転
が
一
体
に
な
っ

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
と
き
の
感

想
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　

　
ス
ピ
ー
ド
感
が
あ
り
ま
す
。
　
　

　
練
習
は
、
ど
こ
で
し
て
い
ま
す
か
？

　
函
館
競
輪
場
の
バ
ン
ク
と
室
内
練

習
場
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
れ
以
外
の
場
所
で
練
習
を
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
　
　
　
　
　

　
バ
ン
ク
を
使
え
な
い
日
は
、
街
道

練
習
を
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
練
習
の
中
で
、
苦
労
す
る
と
こ
ろ

は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
？
　
　
　

　
ス
プ
リ
ン
ト
（
バ
ン
ク
２
周
）
が

専
門
な
の
で
、
長
距
離
練
習
に
は
苦

労
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
練
習
の
中
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
こ
と
は
何
で
す
か
？
　
　
　
　

　
練
習
を
休
ま
な
い
こ
と
で
す
。
　

　
練
習
で
、
特
に
力
を
入
れ
て
い
る

と
こ
ろ
は
ど
こ
で
す
か
？
　
　
　
　

　
競
輪
学
校
入
学
課
題
の
１
０
０
０

ｍ
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
で
す
。
　
　

　
目
標
と
す
る
人
と
尊
敬
す
る
人
は
？

　
目
標
選
手
は
村
上
義
弘
さ
ん
で
、

尊
敬
す
る
人
は
師
匠
の
佐
藤
隆
二
さ

ん
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
別
の
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
ま
す
か
？

　
小
・
中
学
校
で
は
野
球
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
高
校
に
入
っ
て
か
ら
は

自
転
車
一
本
で
す
。
　
　
　
　
　
　

　
将
来
、
何
に
な
り
た
い
で
す
か
？

　
プ
ロ
の
競
輪
選
手
で
す
。
　
　
　

　
今
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
競
輪
学
校
入
学
に
向
け
て
、
練
習

の
積
み
重
ね
で
す
。
　
　
　
　
　
　

　
自
転
車
の
こ
と
を
一
言
で
言
う
と
。

　
自
分
と
の
勝
負
で
す
。
　
　
　
　

　
目
標
達
成
と
今
後
の
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　 

　 
            

○
如
月
射
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
２
月
１２
日
�
　
　
　
　
　
　

○
第
３
回
西
部
地
区
伝
達
講
習
会
　

日
程
　
２
月
１９
日
�
　
　
　
　
　
　

　 
 

○
函
館
地
区
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
競
技
会

日
程
　
２
月
５
日
�
５０
ｍ
プ
ー
ル
　

　
　
　 

　 ○
イ
ン
ド
ア
月
例
会
　
　
　
　
　
　

日
程
　
２
月
１２
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
レ
ン
ジ
平
川
　
　
　
　
　
　

○
イ
ン
ド
ア
記
録
会
　
　
　
　
　
　

日
程
　
２
月
２６
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
レ
ン
ジ
平
川
　
　
　
　
　
　

　 
 

○
平
成
２３
年
度
新
榮
杯
函
館
地
区
小

　
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
　
　
　

日
程
　
２
月
１１
日
�
・
１２
日
�
　
　

会
場
　
函
館
市
内
小
学
校
　
　
　
　

　 
 

○
第
４
回
道
南
ジ
ュ
ニ
ア
カ
ッ
プ
　

日
程
　
２
月
４
日
�
・
５
日
�
　
　

会
場
　
市
内
・
渡
島
各
中
学
校
体
育
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 

○
渡
島
函
館
指
導
者
・
母
集
団
研
修

日
程
　
２
月
５
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
函
館
市
民
会
館
　
　
　
　
　

○
第
３
回
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
カ
ッ
プ
Ｕ

　
ー
１０
室
内
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
　

日
程
　
２
月
１１
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
市
内
各
小
学
校
　
　
　
　
　

日
程
　
２
月
１８
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
函
館
市
民
体
育
館
　
　
　
　

　 
 

○
ス
キ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
講
習
＆
テ
ス
ト

日
程
　
２
月
５
日
�
・
１９
日
�
・
２６
日
�

会
場
　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
大
沼
　
　
　

○
北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
技
術
選

　
手
権
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
　
　
　
　
　

日
程
　
２
月
１２
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
大
沼
　
　
　

○
ス
キ
ー
一
般
級
別
テ
ス
ト
　
　
　

日
程
　
２
月
５
日
�
・
１９
日
�
・
２６
日
�

会
場
　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
大
沼
　
　
　

○
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
ナ
イ
タ
ー
教
室
　

日
程
　
２
月
１
日
�
・
８
日
�
　
　

会
場
　
ニ
ヤ
マ
高
原
ス
キ
ー
場
　
　

○
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
一
般
級
別
テ
ス
ト

日
程
　
２
月
５
日
�
・
２６
日
�
　
　

会
場
　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
大
沼
　
　
　

日
程
　
２
月
１２
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
ニ
ヤ
マ
高
原
ス
キ
ー
場
　
　

○
第
６９
回
道
南
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

日
程
　
２
月
４
日
�
・
５
日
�
　
　

会
場
　
函
館
七
飯
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
　

○
第
１５
回
函
館
ス
キ
ー
連
盟
杯
争
奪

　
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
技

　
大
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
程
　
２
月
２６
日
�
　
　
　
　
　
　

会
場
　
函
館
七
飯
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
　

　 



　
４
年
に
一
度
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
が
開
催
さ
れ
る

２
０
１
２
年
が
、
新
春
恒
例
行
事
で

あ
る
サ
ッ
カ
ー
や
駅
伝
競
走
な
ど
で

ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。
全
て
日
本

一
を
競
う
も
の
で
あ
り
、
競
技
者
は

こ
の
日
の
た
め
体
力
・
技
術
さ
ら
に

精
神
力
を
高
め
る
努
力
を
重
ね
て
来

た
人
達
で
す
。
そ
の
人
達
が
競
い
合

う
の
で
す
か
ら
、
当
然
観
る
者
に
感

動
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
競
技
者
は
、

競
技
終
了
後
、
嬉
し
く
て
も
悔
し
く

て
も
涙
が
出
る
の
は
目
標
に
執
着
し

て
い
る
か
ら
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に

自
分
が
満
足
し
た
表
現
が
で
き
た
時
、

笑
顔
に
な
り
、
競
い
合
っ
た
チ
ー
ム

メ
ー
ト
と
、
相
手
の
競
技
者
と
心
か

ら
互
い
に
健
闘
を
称
え
合
う
事
が
で

き
、
観
る
者
に
一
層
感
激
を
与
え
て

く
れ
ま
す
。
い
か
な
る
競
技
も
予
選

か
ら
勝
ち
進
み
、
負
け
れ
ば
そ
の
都

度
退
き
、
最
後
ま
で
勝
ち
残
っ
た
者

あ
る
い
は
チ
ー
ム
で
決
勝
が
行
わ
れ

ま
す
が
、
予
選
落
ち
が
な
く
、
意
志

が
あ
れ
ば
最
終
段
階
ま
で
続
け
ら
れ
、

必
ず
順
位
が
つ
く
競
技
が
あ
り
ま
す
。

陸
上
競
技
の
混
成
競
技
で
す
。
走
・

跳
・
投
の
全
て
の
種
目
を
一
人
で
行

い
、
そ
の
競
技
記
録
を
決
め
ら
れ
た

採
点
表
か
ら
得
点
に
変
え
て
総
合
得

点
で
順
位
を
決
め
る
競
技
で
す
。
男

子
は
１０
種
目
、
女
子
は
７
種
目
。
高

校
生
は
男
子
８
種
目
、
女
子
７
種
目

で
、
中
学
生
は
男
女
共
４
種
目
。
中

学
生
以
外
は
２
日
間
に
わ
た
っ
て
行

い
ま
す
。
混
成
競
技
は
第
５
回
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
大
会
（
１
９
１
２
年
）
で

採
用
さ
れ
て
以
来
、
人
気
種
目
と
な

り
、
こ
の
勝
者
は
「
陸
の
王
様
」
「
キ

ン
グ
・
オ
ブ
・
ス
ポ
ー
ツ
」
と
し
て

称
え
ら
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の

競
技
は
、
１
日
目
と
２
日
目
の
第
１

種
目
が
終
了
す
る
と
、
混
成
競
技
控

室
で
待
機
し
、
こ
こ
か
ら
次
の
種
目

に
出
向
き
、
競
技
が
終
え
る
と
そ
の

都
度
控
室
に
戻
り
ま
す
。
控
室
に
は
、

競
技
者
以
外
の
者
（
コ
ー
チ
、
付
添

者
な
ど
）
は
入
れ
ま
せ
ん
し
、
移
動

（
ト
イ
レ
な
ど
）
す
る
場
合
も
係
員

が
付
き
添
い
ま
す
。
種
目
毎
の
間
隔

は
３０
分
以
上
お
く
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
競
技
者
同
志
は
１０
時

間
以
上
も
要
す
る
競
技
の
間
、
ほ
と

ん
ど
一
緒
に
行
動
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
各
種
目
毎
の
勝
敗
で

な
く
、
記
録
、
得
点
と
の
挑
戦
で
、

常
に
よ
り
良
い
状
態
を
つ
く
り
、
全

力
で
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
同
じ
チ

ー
ム
メ
ー
ト
の
よ
う
に
、
友
情
も
芽

生
え
、
深
ま
っ
て
行
き
ま
す
。
最
終

種
目
で
あ
る
１
５
０
０
ｍ
（
男
）
、

８
０
０
ｍ
（
女
）
の
非
常
に
苦
し
い

種
目
が
終
了
す
る
と
、
解
放
さ
れ
た

よ
う
に
、
今
ま
で
競
い
合
っ
て
い
た

出
場
者
全
員
が
笑
顔
で
手
を
繋
ぎ
、

万
歳
し
た
り
、
抱
き
合
っ
た
り
、
互

い
に
健
闘
を
称
え
合
い
、
全
員
で
写

真
を
撮
っ
た
り
、
優
勝
者
が
判
明
し

て
い
れ
ば
、
全
員
で
胴
上
げ
を
し
て

祝
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
光
景
は
、

他
競
技
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い

と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
他
人
に
ど
う
見
ら
れ
て
も
、
先
ず

自
分
が
納
得
で
き
る
努
力
す
る
事
を

各
自
が
優
先
さ
せ
る
こ
と
で
、
自
然

に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
で
き
、
友
情
も

深
ま
る
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
ど
う

お
思
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
函
館
市
生
ま
れ
。
東
京
教
育
大
学
（
現

筑
波
大
学
）
卒
業
後
、
函
館
大
学
専
任

講
師
、
函
館
東
高
等
学
校
教
諭
を
経
て
、

１
９
８
４
年
よ
り
北
海
道
教
育
大
学
函

館
校
教
官
。
２
０
０
７
年
三
月
同
大
学

定
年
退
職
し
、
同
大
学
名
誉
教
授
。
専

門
は
運
動
学
専
攻
。
主
に
体
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
法
、
ス
ポ
ー
ツ
統
計
学
・
測
定
法
。

日
本
陸
上
競
技
協
会
Ｓ
級
公
認
審
判
員
。

社
団
法
人
日
本
学
生
陸
上
競
技
連
合
理
事
。

北
海
道
学
生
陸
上
競
技
連
盟
副
会
長
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 

今
回
は
１
月
４
日
〜
７
日
の
４
日

間
に
わ
た
り
函
館
市
民
ス
ケ
ー
ト
場

で
実
施
さ
れ
た
「
伊
藤
み
ど
り 

ｉ

ｎ 

函
館 

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
教

室
」
に
参
加
し
た
渡
辺
亜
百
未
さ
ん

で
す
。
こ
の
教
室
は
１
９
９
２
年
ア

ル
ベ
ー
ル
ビ
ル
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
伊
藤
み
ど
り
さ
ん

か
ら
直
接
指
導
を
受
け
る
事
が
で
き
、

各
ク
ラ
ス
と
も
大
変
好
評
を
得
て
お

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

      

　
わ
た
し
は
小
さ
い
時
か
ら
体
を
動

か
す
の
が
好
き
で
、
水
泳
や
カ
ン
フ

ー
を
習
っ
て
い
ま
す
。
ス
ケ
ー
ト
は
、

小
学
校
１
年
生
の
時
に
お
父
さ
ん
に

す
す
め
ら
れ
て
、
初
心
者
ス
ケ
ー
ト

教
室
に
参
加
し
て
、
初
め
て
す
べ
り

ま
し
た
。
少
し
す
べ
っ
て
練
習
し
て

い
る
う
ち
に
、
す
ぐ
に
楽
し
く
す
べ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　

　
今
年
は
初
め
て
伊
藤
み
ど
り
さ
ん

の
教
室
に
参
加
し
ま
し
た
。
友
達
と

２
人
で
参
加
し
た
の
で
す
が
、
み
ど

り
さ
ん
は
教
え
方
が
と
て
も
お
も
し

ろ
く
て
、
最
後
ま
で
楽
し
く
参
加
で

き
ま
し
た
。
み
ん
な
の
お
手
本
と
し

て
す
べ
っ
て
い
る
時
の
み
ど
り
さ
ん

は
、
す
ご
く
か
っ
こ
よ
か
っ
た
で
す
。

教
室
で
は
ぼ
う
を
飛
び
こ
え
た
り
、

か
た
足
で
す
べ
っ
た
り
、
コ
ー
ン
の

ま
わ
り
を
カ
ー
ブ
し
な
が
ら
す
べ
る

時
に
使
う
、
足
を
ク
ロ
ス
さ
せ
る
動

き
を
習
っ
た
り
し
ま
し
た
。
初
心
者

教
室
で
は
少
し
し
か
や
ら
な
か
っ
た

ス
ピ
ン
も
、
た
く
さ
ん
練
習
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
、
上
手
に
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

習
っ
た
中
で
特
に
む
ず
か
し
か
っ
た

の
は
、
ス
ネ
イ
ク
と
い
う
コ
ー
ン
や

小
さ
な
ブ
ロ
ッ
ク
を
よ
け
な
が
ら
く

ね
く
ね
す
べ
る
動
き
で
す
。
ま
た
み

ど
り
さ
ん
の
教
室
に
参
加
で
き
た
ら
、

ス
ネ
イ
ク
を
も
っ
と
く
わ
し
く
習
い

た
い
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 



　
 

          ◎
文
学
の
夕
べ
特
別
企
画
∧
朗
読
で

　
綴
る
函
館
の
文
学
Ｖ
Ｏ
Ｌ.

７
∨

　
「
函
館
モ
ダ
ン
の
体
現
者
ー
久
生

　
十
蘭
〜
小
説
の
魔
術
師
と
呼
ば
れ

　
た
作
家
〜
」
　
　
　
　
　
　
　
　

　 
          

　
幻
想
小
説
か
ら
捕
物
帳
ま
で
、
多

彩
な
作
風
で
「
小
説
の
魔
術
師
」
と

称
さ
れ
た
久
生
十
蘭
。
朗
読
会
で
は
、

世
界
短
編
小
説
第
１
席
に
入
賞
し
た

「
母
子
像
」
な
ど
、
短
編
小
説
を
中

心
に
、
十
蘭
の
知
的
で
透
明
な
作
品

の
世
界
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
　
　
　

朗
読
　
朗
読
研
究
「
雪
の
会
」
　
　

日
時
　
２
月
２５
日
�
午
後
２
時
　
　

定
員
　
５０
名
（
無
料
）
　
　
　
　
　

申
込
み
　
函
館
市
文
学
館
ま
で
　
　

◎
石
川
　
木
連
続
講
座
　
　
　
　
　

　
「
　
木
と
の
対
話
」
　
　
　
　
　

　
　
木
没
後
百
年
の
意
義
を
改
め
て

考
え
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
　
桜
井
健
治
氏
（
日
本
近
代
文

　
　
　
　
学
会
会
員
）
　
　
　
　
　

◯
第
１
回
「
歌
集
『
一
握
の
砂
』『
悲

　
し
き
玩
具
』
を
通
し
て
」
　
　
　

　
歌
集
『
一
握
の
砂
』
『
悲
し
き
玩

具
』
の
２
冊
の
歌
集
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

作
品
を
選
び
、
　
木
の
思
い
、
そ
し

て
　
木
の
語
り
か
け
に
迫
る
と
と
も

に
、
成
長
す
る
歌
人
　
木
の
姿
を
み

つ
め
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　

日
時
　
２
月
４
日
�
午
後
２
時
　
　

◯
第
２
回
「
日
記
・
評
論
・
感
想
文

　
を
通
し
て
」
　
　
　
　
　
　
　
　

　
日
記
文
学
の
最
高
峰
と
い
わ
れ
る

　
木
日
記
、
評
論
「
食
ふ
べ
き
詩
」、

感
想
文
を
取
り
上
げ
、
　
木
が
語
り

か
け
よ
う
と
し
た
思
い
と
、
こ
れ
ら

作
品
の
評
価
に
迫
り
ま
す
。
　
　
　

日
時
　
３
月
３
日
�
午
後
２
時
　
　

◯
第
３
回
「
素
顔
と
残
像
を
通
し
て
」

　
２６
年
の
人
生
は
あ
ま
り
に
も
性
急

す
ぎ
る
生
涯
で
あ
り
ま
し
た
が
、
持

て
る
文
才
を
存
分
に
発
揮
し
た
文
学

者
と
し
て
の
　
木
、
そ
し
て
人
間
性

豊
か
な
　
木
の
魅
力
を
、
彼
の
生
き

様
と
そ
の
後
の
評
価
を
通
し
て
人
間

　
木
に
迫
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

日
時
　
３
月
２４
日
�
午
後
２
時
　
　

定
員
　
各
回
５０
名
（
無
料
）
　
　
　

※
申
込
み
は
各
回
と
も
電
話
で
　
　

　 
    

■
財
団
か
ら
の
お
知
ら
せ
　
　
　
　

　
平
成
２４
年
度
の
当
財
団
の
職
員
採

用
は
ご
ざ
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　 

           

◎
第
８
回
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
水
泳

　
教
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
２
月
１３
日
�
〜
３
月
１９
日
�

　
　
　
の
月
・
木
曜
日
（
全
１０
回
）

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

受
講
料
　
４
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
　
　
　
　
　
　

定
員
　
２０
名
（
申
込
順
）
　
　
　
　

申
込
み
　
１
月
３０
日
�
〜
２
月
９
日
�

◎
第
８
回
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

　
（
昼
の
部
・
夜
の
部
）
　
　
　
　

日
時
　
２
月
１３
日
�
〜
３
月
１９
日
�

　
　
　
の
月
・
木
曜
日
（
全
１０
回
）

　
　
　
昼
の
部
　
１２
時
〜
１
時
１５
分

　
　
　
夜
の
部
　
午
後
６
時
３０
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
７
時
４５
分
　
　
　

受
講
料
　
４
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
　
　
　
　
　
　

定
員
　
昼
の
部
５０
名
（
申
込
順
）
　

　
　
　
夜
の
部
２０
名
（
申
込
順
）
　

申
込
み
　
１
月
３０
日
�
〜
２
月
９
日
�

◎
第
８
回
き
っ
ち
り
４
泳
法
マ
ス
タ

　
ー
コ
ー
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
２
月
２２
日
�
〜
３
月
２８
日
�

　
　
　
の
月
・
水
曜
日
（
全
１０
回
）

　
　
　
午
前
１０
時
３０
分
〜
１２
時
　
　

受
講
料
　
４
８
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
　
　
　
　
　
　

定
員
　
２０
名
（
申
込
順
）
　
　
　
　

申
込
み
　
２
月
６
日
�
〜
２
月
１５
日
�

◎
第
５
回
専
科
コ
ー
ス
　
　
　
　
　

　
（
平
泳
ぎ
・
バ
タ
フ
ラ
イ
）
　
　

日
時
　
３
月
３
日
�
〜
３
月
２４
日
�

　
　
　
の
土
曜
日
（
全
４
回
）
　
　

　
　
　
１２
時
〜
午
後
１
時
３０
分
　
　

受
講
料
　
１
９
２
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
　
　
　
　
　
　

定
員
　
２０
名
（
申
込
順
）
　
　
　
　

申
込
み
　
１
月
２８
日
�
〜
２
月
２５
日
�

◎
第
９
回
パ
ワ
フ
ル
ス
イ
ム
　
　
　

日
時
　
３
月
６
日
�
〜
３
月
３０
日
�

　
　
　
の
火
・
金
曜
日
（
全
６
回
）

　
　
　
１２
時
〜
午
後
１
時
３０
分
　
　

受
講
料
　
２
８
８
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
　
　
　
　
　
　

定
員
　
５０
名
（
申
込
順
）
　
　
　
　

申
込
み
　
２
月
１７
日
�
〜
３
月
２
日
�

◎
第
９
回
ウ
ォ
ー
タ
ビ
ク
ス
教
室
　

日
時
　
３
月
６
日
�
〜
３
月
３０
日
�

　
　
　
の
火
・
金
曜
日
（
全
６
回
）

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

受
講
料
　
３
４
８
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
　
　
　
　
　
　

定
員
　
３０
名
（
申
込
順
）
　
　
　
　

申
込
み
　
２
月
１７
日
�
〜
３
月
２
日
�

◎
第
９
回
市
民
水
泳
教
室
　
　
　
　

　
（
午
前
の
部
・
午
後
の
部
）
　
　

日
時
　
３
月
６
日
�
〜
３
月
３０
日
�

　
　
　
の
火
・
金
曜
日
（
全
６
回
）

　
　
　
午
前
の
部
　
午
前
１０
時
３０
分

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
１２
時
　
　
　

　
　
　
午
後
の
部
　
午
後
６
時
３０
分

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
８
時
　
　
　

受
講
料
　
２
８
８
０
円（
保
険
料
含
む
）

対
象
　
満
１８
歳
以
上
　
　
　
　
　
　

定
員
　
午
前
の
部
３０
名
（
申
込
順
）

　
　
　
午
後
の
部
２０
名
（
申
込
順
）

申
込
み
　
２
月
１７
日
�
〜
３
月
２
日
�

※
お
電
話
で
の
お
申
込
み
は
で
き
ま

　
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
第
１
回
千
代
台
公
園
雪
上
運
動
会

日
時
　
２
月
２６
日
�
午
後
１
時
１５
分

場
所
　
千
代
台
公
園
多
目
的
広
場
　

参
加
料
　
５
０
０
円
（
１
チ
ー
ム
）

定
員
　
１０
チ
ー
ム
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
（
１
チ
ー
ム
５
名
、
申
込
順
）

申
込
み
　
２
月
４
日
�
〜
２
月
１９
日
�

∧
器
材
点
検
日
以
外
の
使
用
制
限
∨

　
２
月
５
日
�
函
館
地
区
ジ
ュ
ニ
ア

水
泳
競
技
会
の
た
め
５０
ｍ
プ
ー
ル
は
、

２
時
ま
で
専
用
使
用
の
た
め
使
用
で

き
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
な
お
、
２５
ｍ
プ
ー
ル
・
１５
ｍ
プ
ー

ル
・
幼
児
プ
ー
ル
は
通
常
通
り
使
用

で
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 

　 
         

◎
市
民
体
力
テ
ス
ト
　
　
　
　
　
　

○
体
調
判
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
新
体
力
テ
ス
ト
　
　
　
　
　
　
　

○
体
力
相
談
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
２
月
５
日
�
午
前
９
時
　
　

参
加
料
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
高
校
生
以
上
の
市
民
　
　
　

定
員
　
８０
名
（
申
込
順
）
　
　
　
　

締
切
　
２
月
１
日
�
ま
で
電
話
申
込
可

◎
ウ
エ
ル
ネ
ス
フ
ェ
ア
ー
・
パ
ー
ト
１８

日
時
　
３
月
３
日
�
午
前
９
時
　
　

参
加
費
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
　
幼
児
〜
高
齢
者
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